製品 に 同 梱 の 「 安 全 上 の ご 注意 」 も 必ず お 読み くだ さい 。 
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特定 小 電力 無線 中 継 器 / 特 定 小 電 力 ト ラン シー バー 
(総務 省 技術 基準 適合 品 ) 


DJ-P113R 
取扱 説明 書 


アル イン コ の 製品 を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 は 免許 、 資 格 不要 の 特定 小 電力 無線 機器 で す 。 日 本 国内 な ら 誰 で も 用 途 を 問 
わ ず 、 各 種 通信 に お 使い いた だ け ま す 。 本 機 の 性 能 を 十分 に 発揮 させ る た め に 、 
この 取扱 説明 書 を 最後 まで お 読み いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 ア フタ ー サ ー 
ビス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 必ず 保管 し て くだ < 
い 。 ま た 補 定 シー ト や 正誤 表 な ど が 入っ て いる 場合 は 取扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 
し て くだ さい 。 


軸 世 ルイ つ コ 株 式 会 社 szwss 


東京 支店 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 ら 丁 目 3 番 4 号 日 本 橋 プ ラ ザ ビ ル 14 階 TEL.O3-3278-5888 
名 古屋 支店 〒460-0002 名 古屋 市 中 区 丸の内 1 丁目 10 番 19 号 サン エイ ビル 4 階 TELO52-812-0541 
大 阪 支 店 _〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高 腫 橋 4 丁 目 4 番 9 号 淀屋橋 ダイ ビル 13 階 _TEL.O6-7636-236 1 
福岡 営業 所 〒812-0013 福岡 市 博多 区 博多 駅 東 ら 丁目 13 番 34 号 エコ ー ビ ル 8 階 TELO92-473-8034 


1 アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は i 
! お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 陣 語 0120-464-007 1 
1 全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 0 
1 1 
1 1 


受付 時 間 /10 :00 一 17 :00 月 曜 一 金曜 (祝祭 日 及び 12 :00 一 13 :00 は 除き ます ) 
ホー ムペ ー ジ https://Www.alinco.cO.jp/ > 事業 案内 > 電子 事業 部 を ご 覧 くだ さい 。 


使用 前 の ご 注意 

別紙 の 「 安 全 上 の ご 注意 ] を 必ず お 読み くだ さい 。 本 書 に 記載 し て い 
な い 重 要 な 安全 上 、 使 用 上 の 注意 点 と 免責 事項 に つい て ご 説明 し て い 
ます 。 


画 ご 使用 環境 
高温 、 多 湿 、 直 射 日 光 が 当 た り 続 ける と ころ は 避け て ご 使用 くだ さい 。 
本 機 は 防塵 防水 で は あり ませ ん 。 濡 れ た 手 や 水 回 り で の 使用 時 は 十分 ご 注 
意 く だ さい 。 厨 房 な どの 油 気 も 表面 劣化 や 故障 の 原因 と な り ま す 。 


画 分 朋 し な いで 
特定 小 電力 無線 機器 の 改造 、 変 更 は 法律 で 禁止 され て いま す 。 分解 
し た り 内 部 を 開け た りす る こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


一 使用 禁止 場所 
本 機 は 総務 省 技術 基準 適合 品 で す が 、 使 用 場所 に よっ て は 思わ め ぬ 電 波 障害 
を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 次 の よう な 場所 で は 使 
(航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 ) 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す 。 海外 で は 使用 で きま せん 。 
This product js intended for use only in Japan. 


圏 通信 距離 の 目安 
中 継 器 を 介し て の 通話 距離 は 同じ 長 さ の アン テ ナ の 無線 機 同士 の 交互 通話 
と 比較 する と 下記 の よう に な り ま す 。 ま た 距離 だ け で な く 不 感 エ リア の 解 
消 に 効果 的 で す 。 
・ 半 複 信 中 継 : 距離 で ら 倍 程度 
・ 連 結 中 継 : 最多 4 台 設置 し て 直線 方 向 に 8 倍 程度 
無線 機 (トラ ン シ ー バ ー) と し て 通話 で きる 距離 は 周囲 の 状況 や 取り 付け 
方 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 
・ 河 川 敷 な ど 障 害 物 が な い 平 地 、 見 通し の よい 道 : 500m~ 1 km 程度 
・ 市街地 や 住宅 街 な ど 障害 物 が 多い 所 : G00m 程 

・ 店 舗 な どの 建屋 内 : 100m 程 度 


トン ネル の よう な 閉鎖 空間 で は UHF 電波 伝搬 の 特性 に より 近 距 離 で も 通 
話 で き な い こと が あり ます 。 


弄 グル ー プ トー ク 機 能 の 相性 
他社 製 や 弊社 の 旧 製 品 と グル ー プ トー ク 設 定 す る と 、 通 話 で き な い こと が あ 
り ま す 。 使 用 する トー ン 信 号 の 精度 に 関す る 相性 で 異常 で は あり ませ ん 。 ら 
ー3 7 番 の 間 で グル ー プ 番号 を 変え て みて くだ さい 。 


Ki 


叶 


し な いで くだ さい 。 


特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て 


特定 小 電力 無線 機器 の 通信 に 関す る 制限 事項 を 説明 し ます 。 
3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん )………………… 


10 秒 前 に 警告 音 が 鳴り ます 。 通 信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停止 

し ます 。 

3 分 の 通信 時 間 制 限 に より 自動 的 に 通信 が 停止 し た あと は 、 約 2 秒間 た た 
” な いと 送信 で きま せん 。 

キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) 六 〇 で 〇 つつ C 志 fr 


一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は PTT キ ー を 押し て も 送信 で きま せ 
ん 。 受信 中 に PTT キ ー を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を お 知ら 
せ し ま す 。 


付属 品 の 取り 付け 方 


付属 品 を ご 確認 くだ さい 。 
ブラ ケッ ト 
C ア ダブ ター(EDC-128) 


日 タ ッ ピ ッ グ ネ ヅ  :4 個 (M3X16mm) 
「 二 衣 ケ ー ナ ルル :5m 
オォ プル ョ ツ ツ ナ -ー (FMO547) L 且 人 ネ ツ :2 個 (M3X3mm) 

上 :g 覆 保証 書 


保証 書 に ご 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 領収 書 や レシ ー ト を 保証 
書 と いっ し ょ に 保管 し こく だ さい 。 ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が な いと 保 
証 サー ビス は 無効 と な かり ます の で ご 注意 くだ さい 。 


AC ア ダ プ ター の 取付 け … び oo 
付属 の AC ア ダ プ ター を 接続 し て 電源 供給 し ます 。 ま た 付属 の 電源 延長 ケー ブ 
ル を 使用 し て 線 長 を 5m 延 ば け こ と が で きま す 。 


直接 コン セン ト に 挿す 


オプ ショ ン ハ ン ガ ー の 取付 け …………… ド ドド ooo 


本 機 を 壁掛 けし て 別売 マイ ク を 接続 す 
る と き 、 育 面 の 取付 け 部 を 図 の よう に 
取付 け ネ ジ で 固定 し ます 。 マ イク 痛 直 
の クリ ッ プ を ハン ガー に は さん で 留め 
る こと が で きま す 。 下記 の ブラ ケッ ト 
使用 時 で も お 使い に な れ ま す 。 


標準 付 属 以 外 の ネジ を 使用 する 
と 本 機 が 破損 し ます 。 規格 以外 の 
ネジ は 使用 し な いで くだ さい 。 


信 ブ ラケット の 取付 け 方 
① ブ ラケット の 金属 が ある 面 を 上 に し 
て 図 の よう に 背面 の スリ ッ ト に 合わ 


本 表 び 。 
(わずか に 斜め 上 方 向 に 向かっ て 「 カ 
チッ 」 と 音 が し て 止ま る まで ブラ ケ 

ッ ト を 押し 込み ます 。 
⑧③ 安 定 し た 水平 の 台 に 置き キー 操作 し 

て 、 が た つき が な いか 確認 し ます 。 

正しく 止ま っ て いな いと ブラ ケッ ト 

が 外れ て 転倒 し 、 故 障 の 原因 と な り 


ブラ ケッ ト の 取外し 方 
本 機 を し っ か り 手 で 持っ て 、 ブ ラ ケ ッ 
ト を 左右 に 動か す よ うに 軽く 振る と 簡 
単に 外れ ます 。 ま っ すぐ 引き 抜 こう と 
する と 勢い 余っ て 本 機 や ブラ ケッ ト を 
落下 させ る 凶 険 が め り ま す 。 


ブラ ケッ ト (壁掛 け ) の 取付 けつ デ oeoototto 

すべ て の 設定 が 終わ っ て か ら 作 業 し て くだ さい 。 

① 装 着 場 所 の 壁面 に タッ ピン グ ネ ジ が 使用 で きる こと を 確認 し ます 。 

あら か じ め 下 図 を 参考 に 卓上 で ブラ ケッ ト と 本 機 の 勘 合 を 確認 し ます 。 ブ ラ ケ 
ッ ト を 本 体 上 方 向 に スラ イド する と 「 カ チッ 」 と 大 き な 音 が し て 固定 され 、 下 

側 の 金属 諸 を 押さ えて 反対 方 向 に 引く と 外れ ます 。 

⑨ 人 交 属 が 見 える よう に し て 位置 を 決め 、 プ ラス ドライバー ら 番 で 付属 の タッ ピン 

グ ネ ジ 4 本 で ブラ ケッ ト を 壁 に 取付 け ま す 。 

④ ブ ラケット に 本 機 を 当て 、 下 方 向 に 「 カ チッ ] と 音 が する まで スラ イド させ て 

固定 し ます 。 し っ か り と 固定 され た こと を 訟 入り に 確認 し て くだ さい 。 

⑤ 外 す と き は 下 側 の 金属 諸 を 壁 方 向 に 押し な が ら 本 機 を 上 に スラ イド させ ます 。 


・ ブラ ケッ ト の 設置 不良 に 起因 する 落下 は 製品 保証 の 対象 外 で す 。 事故 や 故 
障 の 原因 に な ら な いよ う 、 十 分 に ご 注意 くだ さい 。 付属 の ネジ 以外 の 使用 

自己 責任 で す 。 径 や 長 さ が 違 うと 本 機 や ブラ ケッ ト の 故障 の 原因 と な り 

ます 。 取 付け に か か る 費用 は 製品 に 含ま れ ま せん 。 

・ ブラ ケッ ト は 大 地 無用 で 設置 し 、 天 井 に は 設置 し な いで くだ さい 。 

本 機 が 落下 する お それ が あり ます 。 


機能 と 特徴 

・ 通話 エリ ア を 広げ る 半 複 信 中 継 器 や 連結 中 継 器 の 通話 が 可能 

・ 無 線 機 (トラ ン シ ー バ ー) と し て の 運用 も 可能 

・ 信二 時 に 電源 供給 が 停 此 し た 場合 パッ テリ ー バ パッ ク ( 別 之 ) で 一 時 的 な 運用 も 可能 


①② ⑨ ⑨9 @ ⑯ の ⑦⑧ め 


ンダー 機 能 設 定時 に 点灯 し ます 


雷 時 に 点灯 、 点 減 し 8 


反 数 人 
※ 未 使用 : リセ ッ ト の 全 点 灯 時 に 表示 され ます が 、 通 常 使用 で は 表示 され ませ ん 。 


充電 方 法 


※ オ プシ ョ ン 品 : EBP-60 が 必要 で す 


別売 の バッ テリ ー パ ッ ク を 停電 時 の 非常 用 電源 と し て お 使い に な れ ま す 。 
@ バ ッ テ リ ー パ バック : EBP-60 (Lion 3.7V/1500mAh) 


ッ ク レ バー を 矢印 方 向 へ スラ イド | ① 
させ て 電池 カバ ー を 手前 に 引い て 外 
し ます 。 


バッ テリ ー パ ッ ク の 突起 部 を 上 に し 
て ケー ス 内 に 入れ 、 軽 く 下方 向 に 押 
し 込み な が ら 奥 に 押し て 止め ます 。 
その 後 電池 カバ ー を 元 に 戻し ます 。 


③ 付 属 の AC ア ダ プ ター を 図 の よう に 
電源 端子 CAC100V コ ン セ ント へ 
接続 する と 充電 が 始ま り 、 バ ッ テ リ | @ 
ー マ ー ク が 点滅 し ます 。 


(④ 充 電 が 完了 する と バッ テリ ー マ ー ク 
が 点灯 し ます 。 


護 各 9 條 機 を 長 時 間 使 用 し な いと き は 

ANCZ タ ダラ ター と /g 妥 り NW 
ク を 取外し て 保 江 し て くだ さい 。 
保管 方 法 は 別紙 の 「 安 人 生 上 の ご 注 
意 ] を お 読み くだ さい 。 


[参考 ] 
災害 時 な ど で AC 電 源 の 復旧 の 遅れ が 運 
用 の 支障 に な る と き は バッ テリ ー パ ッ 
ク の 予備 を ご 用 意 く だ さい 。 
人 バッテリー パッ ク 運 用 時 間 の 
半 複 信 中 継 : 1 0 時 間 

連結 中 継 : 6 時 間 


空 の リチウム イオ ン バ ッ テリ ー を 洪 充 電 す る の に 要する 時 間 は 約 3 時 間 で 


す 。 充電 は 周囲 温度 が 0Cー+45C の 屋内 で お こ な っ て くだ さい 、。 清掃 と 
点検 を し て も 充電 で き な い と き は 販売 店 が 弊社 サー ビス セン ター に ご 相談 
くだ さい 、。 


音 部 と 名 前 と は た らき 


前 面 
アン テ ナ 
可 転 し ます が 、 外 れ な い 構 千 


マイ ク 
送信 の と き に 話し ます 。 
※ マ イク 穴 を ぶさ が な 
いよ うに ご 注 意 く だ さ 
い 。 


い に 近 づけ な いよ う ご 注 意 
くだ さい 。 


へ (アップ) キー 作 状 態 を 表示 し ます 。 
音量 を 上 げ る と き に 押し ます 。 色 : 受信 待受け 

マ ( ダ ウン ) キー 5 

音量 を 下げ る と き に 押し ます 。 ・ 送信 

ー 送信 ) キー 
量 間 還 人 信 中 は 押し 続け ます 。 
スピ ー カ ー 

電源 端子 SET キ ー 


AC ア ダ プ ター を 接続 
ます 。 


グル ー プ トー ク 機 能 
オン / オ フ に 使用 し ます 。 
FUNC キ ー 
グル ー プ 番号 や チャ ン 
ネル グル ー プ の 切替 に 
使用 し ます 。 


ロッ クレ バー 
バッ テリ ー パ ッ ク の 取付 け / 
取外し に 使用 し ます 。 
オプ ショ ン 問 子 
スピ ー カ ー マ イ ク 等 
オプ ショ ン 品 の 接続 
端子 で す 。 

※ 接 続 す る に は し っ か り 
と 奥 ま で ね じ 込 ん で くだ 
さい 。 


QR コー ド 

スマ ー ト フォ ン な ご ど で 

読み 取り 弊社 ホー ムペ 

ー ジ の 取扱 説明 書 を 参 

の 照 す る こと が で きま す 。 


基本 操作 の 委 更 は で きま せん 。 族 更 する 電 き は 簡 元 キー ロッ ク を 外し 、 故障 と お 考え に な る 前 に 


本 機 は 非常 に 多 機能 で す 。 無線 機 (トラ ン シ ー バ ー) と し て も お 使い に な れ ま 手動 設 0 旨 0 ES ト を し て くだ さい 。 そ の 場合 自動 設定 二 中 半 
す が 、 本 書 で は 中 総 器 と し て 使う 方 法 だ け を 説明 し ます 。 それ 以外 の 詳細 は し た 内 容 は 消去 され ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 ーー 本 軸 還 ee 
本 機 背 面 の QRH コ ー ド を 読み 取っ て 開け る 詳細 説明 書 に 記載 し て いま す 。 同 加 - - と の SS 貞 ] 電源 が 入ら な い 電源 が 供給 され て いな い AC ア ダブ ター を 正しく 接続 し て くだ さい 
じ 説明 書 を 以下 の リン ク 先 に 掲載 し て いま す 。 ① 子 機 側 の 説明 書 0 拉 全量 ゥ | @ 1 中 継 器 の 通話 で き な い | 設定 モー ド に 入っ て いる 電 源 人 後 約 10 償 ほど 待っ て か ら お 使い くだ さい 。 
http://www.alinco.COjJp/ 「 製品 情報 > 通信 技術 > ダウ ン ド > 特定 小 電力 無線 機 」 性 0 で つ g る も の は 子 通話 モ IT 直線 的 に 設 で Le 」 設置 場所 が 適切 で な い 注意 点 を 確認 の 上 、 適 切 に 設置 し て くだ さい 
(| 詳 生 寺 2 に 名 を 中 哲二 ⑧ 準備 が で きた ら SET キ ー を 押し 続け な が ら 、AC ア ダ プ ター を 接続 し 電源 名 機器 の 通信 距離 が 離れ て いる | 電波 が 届く 距離 に 設置 し て くだ さい 
す 」 は し っ か と 後 、 す ぐに 離す こと を 指し ます 。 供給 し ます 。 い っ た ん 電源 が 入り ます が 、SET キ ー を 離さ ぶす に その まま 誤 つ た 設置 人 5 ie 
し 」 は 約 ら 秒間 押し 続け る こと を 指し ます 。 7 秒間 押し 続け ます 。 [X 誤 っ た 設置 例 ] 音 が 出 な い 音量 が 低 す ぎる 適切 な 音量 に し て くだ さい 

二 二 ⑬③ ディ スプ レイ に 「ACSH] 表示 が 点 減 し 「 ビ ビビ ビビ 」 と 音 が 鳴っ た ら | し | | | 受信 で き な い 相手 と チャ ン ネ ル が 違う 同じ チャ ン ネ ル に し て くだ さい 
電源 を 入れ る - SET キ ー を 離し て 、 子 機 側 の 送信 (PTT) キ ー を 押し ます 。 HHR [6 | 1O | 1 [@ | HH Hf _ 相手 と グル ー プ 番号 が 違う 同じ グル ー プ 番号 に し て くだ さい 
電源 スイ ッ チ は あり ませ ん 。AC ア ダ プ ター を 電源 端子 と AC1O0V コ ン セ ント ④ PTT キ ー を 押し た まま し ば らく 待ち ます 。 (最長 分 程度 ) 子 機 の 信号 ぐう 1 9 | L@ 1 と 人 つ 1 時 NG 
に 接続 する と 電源 が 入り ます 。 上 電源 を 入れ た 後 、 約 10 秒 間 は リモ コン 設定 モー を 検知 する と 「 ピ ピ ]| 音 が 只 り 、 ラ ンプ が 緑色 点灯 し ます 。 設定 が 終わ * 8 王 順に 5 ご 机 < 5 相手 と 距離 が 離れ て いる 通信 距離 を 目安 に 送信 し て くだ さい 

ド で 待受け ます 。 そ の まま 待つ か ディ スプ レイ に 「rEmCon] 表示 中 に PTT キ る と 「oooooo] と 表示 され 「 ブ ルル ] 音 が 鳴り 自動 で 再起 動 し ます 。 Ei 送信 で き な い 電波 を 受信 し て いる 電波 が な く な っ て か ら 送 信 し て くだ さい 
前 MOOO ⑤ 起動 後 は 簡易 キー ロッ ク が か が かり ます 。 次 の 動作 確認 を し て くだ さい 。 分 通信 制限 を 超過 し て いる PTT キ ー を 放し て 2 秒 経 過 後 に 送信 し て くだ さい 

量 を 調整 する 動作 確認 電 で 端子 が : 端子 の : こさ 

有人 ・ 待 受け 時 に へ バツ キー を 押す と 30 段 隊 の 調整 が で きま す 。 押し 続け る と 正 朋 な 動 休 認 は 人 の 設 済 子 機 と 人 者 ら 名 で 全 い ます 。 ら で が な 人 Ad IMG 
連続 し て 切替 わり ます 。 初期 状態 は 0 で 音 は 一 切 し ませ ん 。 設定 操作 中 は 音量 けれ ば 、 他 の 子 機 も 同様 に 動作 確認 し て か ら 運 用 し て くだ さ ① と ⑧、⑧ と ④ が 近い 充電 池 が 劣化 し て いる 新しい 充電 池 に 交換 し て くだ さい 
を 上 げ て くだ さい 。 説 明文 中 の ビー プ 音 等 が 聞こ えま せん 。 設定 後 は 用 途 に 応 記 
じ て 音 量 設定 し て くだ さい 。 (通話 音 を モニ ター し な いと き は 0) ① イ ヤ ホ ンマ イク を 装着 する 、 ボ リュ ー ム を 上 げ る な ど 運 用 状態 に し た 子 機 充電 池 の 残り が 少な いこ 誤動作 する こと が あり ます 。 本 機 を 分 解す る と 技術 
通話 モー ド の 電源 を 入れ ます 。 一 人 は 少な く と も 中 継 器 か ら 1 0m 以 上 離れ ます 。 電 基準 適合 か ら 外 れ 、 そ れ を 使う と 不法 無線 局 と な り 処 言 Mt 2 フェ: 

_ 波 障害 で 通話 し に くく な る こと が ある た めで す 。 ンス や 修理 は 販売 店 が 弊社 サー ビス セン ター に ご 相談 くだ さ 

通話 モー ド チャ ン ネ ル 番号 ⑧ 一 人 が 子 機 の PTT キ ー を 押し た まま に し て 送信 し ます 。 弊社 製 で あれ ば ] XX 。 ① と @④ が 近い 
半 複 信 中 継 器 L10~L18、 b18~b29 (67 チ ャ ン ネ ル ) | rl (初期 設定 ) 秒 ほ どす る と 子 機 が ビビ と 鳴り ます 。 中 継 器 へ の アク セス が で きた 合図 で 弄 ーー = 
連結 中 幼 器 A-H (8 チャ ン ネリ g ERAESNR US 中] HE 上 生産 終了 品 に 対す る 保守 年 限 
中 継 器 は ボリ ュー 『 て いれ ば ピピ 音 が 言 中 の 音声 が 聞こ え ー ー 

操作 を 誤る な ど し て r1.r2 以 外 の 「 数 字 だ け の 表示 」 が 出 た ら 後 述 の リセ ッ ます 。 中 継 中 は ラン プ が 赤色 に 点灯 し 、 送 受 の アイ コン が 表示 され ます 。 ーー Mi 生産 終了 後 も 年間 は 補修 用 部 品 を 在庫 し て いま す 。 不測 の 事態 で 欠 品 し た 
ト で 初期 化 後 、 改 め て 操作 し て くだ さい 。 ぐ ④ 別 の 子 機 は 送信 中 の 信号 を 受信 し て 相手 の 声 が 聞こ えま す 。 | @」 ニ ーー | @ 1 場合 に は 保守 が で き な く な る こと が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


設定 ⑤ 送 信 し て いる 人 は 「 テ スト 終了 ]」 の よう な 合図 を 送り 通話 を 止め 、PTT キ 2 
ii ー を 雅 し ます 。 人 用人 て すぐ 、 も うー 人 が PIT キー を 所 し て 店 す 
る た びに ディ スプ レイ に [SEt REPE る と ピピ 音 は 鳴ら ず 、 す ぐ こ 通話 で さま す 。 し ば らく 経っ て か ら 送信 する EBP-60 リチウム イオ ン バ ッ テリ ー (3.7V/1800mAh) 
tr| が 表示 され 、 半 複 信 中 継 器 r1 と 連 と アク セス 確認 の ピ ! ピ 音 が 島 っ て か ら 中 継 し ます 。 ピ ピ 音 を 待た ず に 話し EDC-12 ら AC ア ダ プ ター (付属 品 の スペ ア ) 
結 中 継 器 r の を 交互 に 切替 え II 出す と 通話 の 初め が 途切れ て 聞こ える の で 一 呼吸 置い て か ら 話し を する よ EME-32A 防水 ジャ ッ ク 式 イヤ ホン マイ ク カナ ル 型 
設定 し た い モ ー ド を 選ん で くだ さ う 心 掛け こく だ さい 。 EME-48A 防水 ジャ ッ ク 式 イヤ ホン マイ ク 耳 か け 型 
半 複 信 中 継 器 モ ー ド の 表示 例 EMS-68 防水 ジャ ッ ク 式 スピ ー カ ー マ イ ク 
NR RB EME-64A ね じ 込 み 式 ヘッ ド セ ッ ト 


※ ブ ラケット 類 の スペ ア は 販売 店 また は 弊社 に ご 相談 くだ さい 


交互 ( 半 複 信 ) 中 継 器 の 設定 と 操作 連結 中 継 器 に つい て 半 複 信 ・ 連 結 中 継 器 モ ー ド で の 送受 信 定格 
本 機 に は 手動 の ほか に 、 設 定 済 の 子 機 が の め れ ば その 信号 を 検知 し て 自動 設定 ” この 機能 に 対応 する 無線 機 を 使え ば 、 本 機 は 中 継 器 モー ド で も トラ ン シ ー バ ー と 同様 に 送受 信 で きま す 。 
する ACSH を 使用 し て 、 簡 単に チャ ン ネ ル と グル ー プ トー ク 番 号 を 設定 で き 本 機 を 複数 (最大 4 台 ) 使用 し て 半 ラン プ が 消灯 時 、PTT キ ー を 押し た まま マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 ディ ス [gggmwgg es BB 
ます 。 首 信 中 機器 より 通話 エリ ア を 大 きく プレ イ に 賠 が 表 示さ れ ラ ンプ が 赤色 点灯 し ます 。 キ ー を 離す と 待受け に 戻 | 央 数 | トチ ャ ネル DTP CDM 
チャ ン ネ ル と グル ー プ トー ク 番 号 の 設定 広げ る こと が で きま す 。 り ま す 。 交互 通話 トラ ン シ ー バ ー と 同様 の 操作 で す 。 | 488.8000~4282.3000MHz | 
2 生 NN へ 中 継 送信 中 ( 豚 加 表示 、 ラ ンプ 赤色 点灯 ) に PTT キ ー を 押す と 、 中 継 中 の 440.2625 こ 440.3625MHz 
すべ て の 中 継 器 無線 機 を 同じ チャ ン ネ ル と グル ー プ トー ク 番 号 に 合わ せま Fm 世に 割り 込ん で 信 で きま す 。 受信 側 は ら 人 の 志 が 混じっ て 半 こ えま す が 
す 。 グ ルー プ ト ー ク は 番号 が 合致 し な い 別 ユ ー ザ ー の 信号 を 中 継 さ せな い 機 チャ ヤン ネル グル ー プ と 個体 番号 の 手動 設 信 側 は 割り 込ま れ て いる こと は 分 か り ませ ん b チ ャ ン ネ ル | 421.5750~421.7875MHz 
能 で す 。01 番 と 50 番 は 多用 され る の で 避け て くだ さい 。 連結 中 継 は 自動 設 定 が で きま せん 。 す べ て の 中 継 中 と 折 を 同じ チャ ン ネ Si ここ で ー 
1 の ニラ K 2 sm 割り 込み 送信 中 は 、 中 継 中 の 音声 は 聞こ えま せん 。 (ハウ リン ク グ 防 428.0500-422.1750MHz 
言語 | レモ J ト 合 ロ ィ ー レー こ 合 わせ 8 す 。 RW 線 機 側 の 説明 書 も 合わ せ て お 読み くだ さい 。 E ヨ 博 主 この 記 (二天 
① 電 源 を 入れ 、 待受け 状態 こし ます 。 結 中 継 は グル - ブ ト 2 設 SS 2 中 継受 信 図表 示 、 ラン プ 緑 色 点 灯 ) 時 は 送信 で きま せん 。 440.0250 と 440.2375MHz 
ー を 押し な が ら へ キー また 二 ン ネ ル が 選択 で で や 馬 ー 受信 終了 時 の 「 ザ ッ ]」 音 を 低減 する テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラー を 採用 し て い 
⑧SET キ ー を 押し ます 。 チ ャ ン ネ ル 番 号 の 後に -01 が 表示 され ます 。 ラン プ 表 中 (AH) を 選 し eoe Ii オプ ショ ン の スピ ー カ ー マ イ ク は オプ ショ ン 端 子 に 接続 し た 後 、 し っ か り と 電波 型式 F3E (FM) 、F1D (FSK) 
FUNC キ ー を 押し な が ら へ キー また は マキ ー を 押し て 番号 0 1 50 を 選択 加 昌和 bt 奥 ま で ね じ 込 ん で くだ さい 。 マ イク の PTT キ ー を 押し て 送信 で きま す 。 天 語 
し ます 。 何 も し な く て も 、 指 を 離せ ば 確定 し ます SE キー GU は GSー 衝 似 GS 仙人 赤 号 送信 出力 10mW、1mW 
設定 多 は 後 入 の キー ロッ ク を 掛け て くだ さい 。 (A1~H4) を 選択 し ます 。 呼出 音 (コー ルト ー ン ) 受信 感度 ー]4dBu (12dB SINAD) 
M 設定 3 ルー 台 設 送信 中 に ー 出 音 を 鳴ら し 注意 を 引く こと が で き 
ACSH (アク シュ ) モー ド 2 ル 化 吉政 提 2 出力 3WA (本 体 スピ ー カ : 40) /400mW 以 (9 部 出 ) 
交互 ( 半 榎 信 ) 中 紙 5 人 0R トー ク を 自 | | | 9 昌 あ 通信 方 単 信 、 半 複 信 、 宰 信 
揚 を 1 台 作れ ば AOSH さ せる と と が で きま す 。 [eil=ー[eg] に [es] [ec4] 設定 が 終わ り 、 運 用 状態 に な っ た ら 設置 の 前 に 必ず キー ロッ ク を 掛け て くだ | 定格 電圧 DC 60V (DC IN) / 37V (Lon) 
ee | | | | ぐい 。 本 近 作 を 防止 し ます 。 消費 電流 送信 時 : 75mA (High) 、65mA (Low) 
| [簡易 ] 第 三 者 が 触れ な い 場所 に 設置 する と き に 推奨 加 司 2 時 > し 9 
ヽ JA JA FUNC キ ー を 長押 し する と 「LoC-1」 が 点 減 し た 後 「 ひ m」 が 点灯 し ます 。 受 財 侍 ち 受け 時 : 83mA 
| jp 同じ 操作 で 解除 で きま す 。ACSH モ ー ド で は これ が 自動 設定 され ます 。 パッ テリ セー ブ 時 : 8mA 
<ーーー や ーー lt Me に 人 ba 動作 温度 範囲 ー10Cー+50C (充電 : 0C~+45C) 
IE] / 子 機 の 電波 を 検出 し て 引 = ECg es [通常 ] 第 三 者 が 触れ る 可能 性 が ある と き に 推奨 (解除 され に くい ) | 也 - ら YSPmPT や Finn FoiIOPPTTHW ゴ 7 
靖 ン ミル = = 寺 に 』 バ 占 油 ー タ 寸 〉 局 X 帆 mmX※ 有 厚 . 合 Tmm 直 
ー _ 奴 存 の 中 継子 機 動 設定 生計 の お FUNC キ ー と SET キ ー を 同時 に 長押 し する と 「LoC- ら 」 が 点 減 し た 後 高 さ 94.5mmX 帽 厚 さ 突 
EE 肥 チャ ン ネ ル グ ル ー プ は 子 機 や 継 器 も すべ て 同じ (C) EE 重 さ 約 355g (AC ア ダブ ター 除く ) 
ーー ミロ mm 本 邊 N 記 ャ ンー 本 ョ N 白 動 証 居 四 開 6 s 計 ここ と 訪 上 ! デフ Llc 階 El 示 5 
0 に 0 8 軸 に 関 9 2 妥 4 ラス を 鐘 くだ R MM _ ・ 仕様 、 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が め り ます 。 本 書 の 説明 用 イラ スト は 実物 と は 
・ AOSH モ ー ド を 起動 し 本 機 が 電波 を 検出 し て いる と き は 、 子 機 出 の マイ 和 56 テ ャ ン ネ リグ ル ー プ CH5 ど 計 する と r に 9 人 しま 注 池 お 知ら せ 字体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 朗 の 表示 を 人 省略 し て いる 場合 が あり ます 。 本 書 の 内 容 
ク か ら 音 声 が 入ら な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 電波 が 乱 され て 正常 に 判 当 = し) 部 れ すぎ 。 ピ 電 時 の バッ テリ ー バ パッ ク 運 用 中 に バッ テリ ー の 電圧 が 低下 する と ラン プ が を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 乱丁 、 落丁 は お 取り 替え いた し ます 。 
定 で き な いこ と が あり ます 。 市 明 証 色 応 況 し て お 知ら せ し ます 。AC 電 源 が 人 日 し て いな いと き は スペ ア の バ 
お 0 せな 3 す きた り 、 多い 間 に 中 店 し た り し て も 下 あ し て 嘆き な 。。 ソフ リー バッ ク に 交換 し て くだ さい 。 
回 し で の で も 記章 視 する は 、 グル ー プ 番号 を 01 38 番 の 範囲 0 人 リセ ッ ト (初期 化 ) 本 体 は 家電 清掃 用 ブラ シ な ど で ほ こり を 落と し 、 清 潔 な 布 で 乾拭き し て くだ 
に 設定 し て ご 使用 くだ さい 。 NARO 清子 に 技 入 し た ブラ グ を 外し 、FUNC キ ー を 押し た まま 再 手続 し ます 。 さい 。AC ア ダ プ ター の ケー ブル や ブラ ケッ ト な ど 村 有 類 は 作 化 し た ら 新 
・ 発 宙 も 含む 多 機能 尼 査 に は 一 部 中 総数 の 切 科 が で きる も の が あ 員 1 電源 が 入り 、 デ ィ ス プレ イ が 全 点 灯 し 初期 化 され ます 。 交換 し て くだ さい 。 シ ョ ー ト に よる 火災 や 落下 事故 の 原因 と な り ま す 。 本 
りあ り ます 。 意図 的 に 中 総 の 周波 数 吾 を A ( 欠 社 製 機種 の 子 機 設 定 完全 に 初期 化す る 場合 は FUNC キ ー、 へ キー、 マ キー を 押し た まま 電源 を 入 体 を 分 証し な いで 交 : 換 で きる 部 品 は 販売 店 に ご 注文 くだ さい 


3B) に 定 し て いる と 自動 定 で きま せん 。 れ ま す 。 拡張 設定 も 含め てこ リセット で きま す 。 アル イン コイ ンカ ムシ ョ ッ プ で も 承り ます 。https://alinco-IncOom.Com/ 


DJ-P113R セッ トモ ー ド に つい て 


DJ-P113R 特定 小 電力 中 継 器 は 、 各 種 機能 を 用 途 に 合わ せ て より 使い や すく する た め に カス タマ イズ する こと が 
で きま す 。 本 書 で は 製品 に 付属 の 取扱 説明 書 に は 敢えて 記載 し て いな い 、 中 継 器 ・ 無 線 機 の 基本 設定 の 詳細 を ご 
説明 し ます 。 


セッ トモ ー ド の 操作 

・ キ ー ロ ッ ク が か か っ て いれ ば か けた と き と 同 じ 操 作 で 解除 (通常 の 簡易 ロッ ク は FUNC 長押 し ) し ます 。 
・[FUNC] キ ー を 押し た まま [SET] キ ー を 押す と ロー マ 宇 表示 が 出 て 、[SET] キ ー を 押す ご と に メニ ュー 項目 が 切り 

替わり ます 。 ロー マ 字 表示 に 変わ っ た ら 指 を 離し て も 構い ませ ん 。 FUNC キー だ け を 必要 以上 に 長く 押し て いる と 

キー ロッ ク が 掛か る の で ご 注意 くだ さい 。( 同 じ 長 押し で 解除 で きま す ) 

・[V] [へ ] キ ー で メニ ュー 内 の 設定 値 を 選択 し ます 。 

・[SET] キ ー を 押す と 次 の メニ ュー、[FUNC] キ ー を 押す と 前 の メニ ュー が 選べ ます 。 

・ 設 定 が 済ん だ ら [PTT] キ ー を 押し ます 。 運 用 画面 に 戻り ます 。 機能 に よっ て は オン 状態 を 示す アイ コン が 表示 
され ます 。 


中 継 器 セッ トモ ー ド 一 覧 


中 継 器 モ ー ド (通話 モー ド r1~r2) 時 に カス タマ イズ で きる 項目 で す 。 


No. | 機能 セッ トモ ー ド 選択 項目 初期 値 
] 中 継 親 機 チャ ン ネ ル 周 波数 帯 brPt-CH b/A b 
2 中 継 ア ラー ム oFF ALm on/oFF oFF 
3 中 継 ハ ング アッ プ 0 HunGuP 0/05/1/2 0 
4 中 継 自 動 接 続 手順 on2 Auto oFF/on1/on2 on2 
5 連結 中 継 ア クセ ス 速 度 noL LnK-SP noL/FSt noL 
6 連結 中 継 ビ ー コ ン 時 間 10 LnK-bc oFF/5<60( 秒 ) 10 

無線 機 セ ッ ト モ ー ド 一 覧 

無線 機 モ ー ド (通話 モー ド 1~8) 時 に カス タマ イズ で きる 項目 で す 。 

No. | 機能 セッ トモ ー ド 選択 項目 初期 値 
] 中 継子 機 チ ャ ン ネ ル 周 波数 帯 A Unt-CH A/b A 
2 コン パン ダー At ComPnd At/on/oFF At 
3 秘話 oFF ScrbLE on/oFF oFF 
4 ベル oFF bEEL on/oFF oFF 
5 ラン プ 5 LAmP oFF/5/on 5 
6 LED on LEd on/oFF on 
7 PTT ホー ルド At PttHLd At/oFF/on At 
8 送信 出力 Pow-At At/Hi/Lo At 
9 VOX oFF vo oFF/Lo/Hi oFF 
10 | 操作 音量 3 Sd-voL 0<5 3 
11 | サウ ンド bp Sound oFF/bp/Gdc/ALL bp 
12 | エン ド ピ ー oFF EndP oFF/on/PP oFF 
13 | PTT オフ on Ptt on/oFF on 
14 | コー ル バ ッ ク oFF CALLb on/oFF oFF 
15 | SET キー 割 り 当 て ACH SEt-bt ACH/bCH/EG/Scn ACH 
16 | 外部 音量 変更 EvoL-L L/H L 


※ 次 ペー ジ の 文中 の ロー マ 字 は ディ スプ レイ の 表示 、「 設 定 値 」 は 変更 や 設定 が で きる 内 容 、 
初期 値 」 は 出荷 時 の 設定 で す 。 


中 継 器 セ ッ ト モ ー ド 


1: 中 継 親 機 チ ャ ン ネ ル 周 波数 帯 「rPt-CH」 
設定 値 b / A (初期 値 b) 


半 複 信 中 継 器 ( 通 話 モ ー ド r1) の と き に 送受 信 す る 周波 数 帯 を 入れ 替え ます 。 無 線 の こと を よく 知る 管理 者 が 、 
特定 の 目的 を も っ て 変更 する た め の も の で す 。 英 社 製 の 中 継 器 、 ト ラン シー バー を 通常 設定 で お 使い に な る 
と き は 変更 し な いで くだ さい 、。 標準 で 自動 的 に 適切 な 組み 合わ せ に な り ま す 。 抱 社 製品 の 中 に は この 変更 に 
対応 で き な い 機 種 も あり ます 。 


A に 変更 する と 半 複 信 中 継 器 の と き 、 デ ィ ス プレ イ 左 上 の 「r1b」 表示 が 「r1A」 表 示 に な り ま す 。 使用 する 
子 機 の 周波 数 帯 設定 は 全て b 側 に し ます 。 あ まり 必要 性 が 無い の で 、 抽 社 製 の 機種 の 多く は この 変更 に 対応 
させ て いま せん 。 


2: 中 継 ア ラー ム 「ALm」 
設定 値 oFF / on (初期 値 oFF) 


半 複 信 中 継 器 ( 通 話 モ ー ド r1) で 中 継 動作 の 終了 を アラ ー ム 音 で お 知ら せ し ま す 。 ア ラー ム 音 が 鳴っ て いる 間 
に 信号 を 受信 する と 中 継 動作 を 継続 し ます 。 中継 器 が 初期 状態 に 戻る まで の 時 間 が 長く な り 、 通話 が スム ー 
ズ に 感じ られ る 反面 、 音 が 炉 わ し く 感 じ ら れ る こと も あり 、 実 験 し て か ら 好 み に 合 わせ て 設定 し て くだ さい 。 


て っ 


: 中 継 ハ ング アッ プ 「HunGuP」 
設定 値 0/0.5/1/2 秒 (初期 値 0) 


半 複 信 中 継 器 ( 通 話 モー ド r1) で 受信 信号 が 途切れ て も 一 定時 間 送 信 を 継続 する 機能 で す 。 中 継 器 が 初期 状態 
に 戻る まで の 時 間 が 長く な り 、 ス ムー ズ に 感じ られ る こと が あり ます 。 実験 し て か ら 好 み に 合 わせ て 設定 し 
て くだ さい 。 


ドコ 


: 中 継 自動 接続 手順 「Auto」 
設定 値 oFF / on1 / on2 (初期 値 on2) 


半 複 信 中 継 器 ( 通 話 モ ー ド r1) 、 半 複 信 中 継子 機 ( 通 話 モ ー ド 5) で 中 継 動作 自動 接続 手順 (Auto Kerchunk) 
を 解除 する 機能 で す 。 接続 タイ ミン グ の 異な る 旧 製 品 や 他社 製 中 継 器 へ の アク セス に 有効 な 場合 が あり ます 。 
通常 は 初期 状態 の 「on2」 で お 使い くだ さい 。 


【 こ | 


: 連結 中 継 ア クセ ス 速 度 「LnK-SP」 
設定 値 noL /FSt (初期 値 noL) 


※ 連 結 中 継 に 使用 する すべ て の 中 継 器 と 子 機 を 同じ 設定 値 に し て くだ さい 。 


連結 中 継 器 (通話 モー ド r2) 、 連 結 中 継子 機 ( 通 話 モ ー ド 6) で 連結 中 継 の 通話 開始 (応答 ) の と き の ア クセ ス 
速度 を 変更 で きま す 。 初 期 値 の 「noL( 通常 )」 は 通信 精度 を 優先 する た め ア クセ ス に 時 間 が か か り 、 長 め 
の 頭 切れ が 発生 し ます 。「FSt (高速 )」 に 切り 替え る と 通信 速度 を 優先 する よう に な り 、 こ の 頭 切 れ を 緩和 
する こと が で きま す 。 た だ し 、 別 の 電波 や ノイ ズ な どか ら の 千 渉 を 受け や すく な り 、 混 信 の 多い 環境 で は 

最寄り の 中 継 器 を 誤認 する こと が あり ます 。 実際 の 使用 環境 で し ば らく テス ト 運 用 し て 、 使 いや すい ほう を 
お 選び くだ さい 。 


【 こ 2 


: 連結 中 継 ビ ピー コン 時 間 「LnK-bc」 
設定 値 PF 5<60 秒 (初期 値 10 秒 ) 


【 間 隔 設定 】 

無線 連結 中 継 器 は 、 子 機 に 最寄り の 中 継 器 を 判定 させ る の に 、10 秒 ご と に 1 回 、 約 1 秒間 ビー コン 
(目印 の 信号 ) を 送信 し ます 。 そ の ビー コン を 送信 し て いる と き に 通話 が 始ま る と キャ リア セン ス が 働き 、 
し ば らく 通話 で き な い こと か ら 通 話 の 「 頭 切れ 」 が 発生 し ます 。 そ の ビー コン 送信 の 間隔 を 長く する と 頭 
切れ の 発生 頻 度 を 少な く で きま す が 、 子 機 が 最寄り の 中 継 器 を 探し だ す 時 間 も 長 く な り ま す 。 逆 に ビー コ 
ン 間 隔 を 短く する と 中 継 器 を 探し だ す 時 間 は 速く な り ま す が 、 頭 切れ の 発生 頻度 が 多く な っ て し まい ます 。 
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使用 者 の 通話 頻度 や 移動 頻度 に あわ せ て 調整 し て くだ さい 。 


【 固 定 ア クセ ス 】 

例え ば すべ て の ユー ザー に 最寄り の 中 継 器 が 決ま っ て いて 、 他 の 中 継 器 に は めった に アク セス する 必要 が 
な い (ユー ザー が 中 継 機 の 間 を 移動 する こと が ほとん ど な い ) 環境 で は 、 最 寄り の 中 継 器 を 自動 で 探す 必 
要 が あり ませ ん 。 手動 で 中 継 器 を 選ぶ と 、 前 述 の よう な 頭 切れ が 無く 、 ア クセ ス 速 度 の 改善 が 得 ら れ 、 使 
い 勝 手 が 向上 し ます 。 

連結 中 継 器 で この 項目 を 「OFF」 に し た あと 、 子 機 の 中 継 器 自動 スキ ャ ン 設 定 を OFF に し て 最寄り の 中 継 
器 番号 に 合わ せま す 。 DJ-P113R で は [SET] キ ー を 1 回 押す と 、 デ ィ ス プレ イ の 「LnK」 と チャ ン ネ ル グ 
ルー プ の 間 の 点 減 し て いる 「. (ドット) 」 が 点灯 に 変わ り ま す 。 そ の 状態 で [SET] キ ー を 押し な が ら [Y] 
また は [へ ] キ ー を 押し て 中 継 器 の 番号 1 こ 4 を 選び ます 。 移動 し た と き は 再度 [SET] キ ー を 押し な が ら [V] 
また は [へ ] キ ー を 押し て 、 そ の エリ ア に 最寄り の 中 継 器 の 番号 を 手動 で 選び ます 。 


※ 連 結 中 継 に 使用 する すべ て の 中 継 器 と 子 機 を 同じ 設定 値 に し て くだ さい 。 


※ 連 結 中 継 器 子 機 は バッ テリ ー セ ー ブ を 設定 し て いて も 、 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 に よ っ て バッ テリ ー の 減り 方 が 
変わ り ま す 。 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 が 長い と バッ テリ ー の 消耗 が 少な く 、 短 いと 多く な り ま す 。 ビ ー コ ン 時 間 
を 5 秒 、 ま た は ビー コン 機能 を OFF に し た 場合 、 バッテリ ー セ ー ブ が 働か な いた め バ ッ テ リ ー の 減り が 
ー 番 早く な り ま す 。 


無線 機 セ ッ ト モ ー ド 
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・ 中 継子 機 チ ャ ン ネ ル 周 波数 帯 「Unt-CH」 


設定 値 A/b (初期 値 A) 


半 複 信 中 継 器 (通話 モー ド r1) の と き に 送受 信 す る 周波 数 帯 を 入れ 替え ます 。 無 線 の こと を よく 知る 管理 者 が 、 
特定 の 目的 を も っ て 変更 する た め の も の で す 。 英 社 製 の 中 継 器 、 ト ランシー バー を 通常 設定 で お 使い に な る 
と き は 変更 し な いで くだ さい 、。 標準 で 自動 的 に 適切 な 組み 合わ せ に な り ま す 。 弊 社 製品 の 中 に は この 変更 に 
対応 で き な い 機 種 も あり ます 。 


b に 変更 する と 半 複 信 中 継 器 の と き 、 デ ィ ス プレ イ 左 上 の 「5A」 表示 が 「5b」 表 示 に な り ま す 。 使 用 する 
中 継 器 の 周波 数 帯 設定 は A 側 に し ます 。 あ まり 必要 性 が 無い の で 、 弊社 製 の トラ ン シ ー バ ー の 多く は この 変 
更に 対応 させ て いま せん 。 


2: コン パン ダー 機能 「CmP」 


設定 値 At / oFF / on (初期 値 At) ※ON 時 の アイ コン :「』 


て っ 


コン パン ダー 機能 を ON に 設定 する と 、 通 話 中 、 音 声 が 無い と き に 「 サ ー」 と 聞こ える か すか な バッ ク 
ノイ ズ を 低減 する こと が で きま す 。 


※ コ ン パ ンダ ー 機 能 の な い ト ラン シー バー と 通話 する 場合 に は 必ず 0FF に し て くだ さい 。 逆 に 音質 が 悪く 
な る こと が あり ます 。 


※ 他 社 製 の 特定 小 電 力 ト ラン シー バー で も コン パン ダー 対応 機 で あれ ば ON で お 使い に な れ ま す 。 


※At (オー ト 設 定 ) は 、3 者 同時 通話 (通話 モー ド 3) に する と コン パン ダー が 自動 的 に 動作 し ます 。 
上 弊 社 製 3 者 同時 通話 搭載 機 (0-P300、DJ-PHM20) の 初期 設定 と 同じ で す 。 


※4 者 同時 通話 (通話 モー ド 4) で は 、 原 理 上 コン パン ダー が 必須 の た め 自 動 で 、 設 定 オ フ は 反映 され ませ ん 。 
※ 中 継 通話 で 子 機 の コン パン ダー を ON に し て いた 場合 、 中 継 器 の コン パン ダー は OFF で も 子 機 問 の 通話 は 


問題 あり ませ ん が 、DJ-P113R を 「 割 り 込 み 送信 」 させ る よう な と き は 音質 が 悪く な る こと が ある た め 、 
子 機 と 本 機 の 中 継 時 の コン パン ダー 設定 は 同じ に し て くだ さい 。 


・ 秘話 機能 「ScrbLE」 


設定 値 oFF / on (初期 値 oFF) ※ON 時 の 表示 :「 秘 話 」 


- 


ON に する と 、 設 定 し て いな い ト ラン シー バー で 受信 し た と き に 「 モ ガ モ ガ 」 と 滴 っ た 音 に な り 、 通 話 内 容 が 
聴き 取れ な く な り ま す 。 同 じ 機能 (スク ラン ブル と も 言い ます ) を 搭載 し た 弊社 製 ト ラン シー バー で あれ ば 、 
機種 が 違っ て も 通話 で きま す 。 


※ 本 機能 の セキ ュ リ ティ レベ ル は 非常 に 低い も の で す 。 秘 密 の 通信 に 使え る レベ ル の も の で は あり ませ ん 。 
秘話 設定 の 声 に 違和感 が め る と き は 、 拡張 セッ トモ ー ド で 秘話 周波 数 設定 が 変更 され て いる 可能 性 が あり 
ます 。 拡 張 セ ッ ト モ ー ド の 説明 は 本 書 と 同じ ダウ ン ロ ー ド コー ナー で ご 覧 に な れ ま す 。 


※ 弊 社 の 旧 機 種 や 他社 製品 の 秘話 と 混用 し た 時 は 通話 内 容 が 聞き 取り づら く な っ た り 使 えな く な っ た り 
する こと が あり ます 。 


※ 中 継 通話 、 グ ルー プ ト ー ク で も お 使い に な れ ま す が 、 音 質 が 変わ る こと が あり ます 。 


※ 中 継 通話 で 子 機 の 秘話 を ON に し て いた 場合 、 中 継 器 の 秘話 設定 は OFF で も 子 機 問 の 通話 は 問題 あり ま 
せん が 、 DJ-P113R を 「 割 り 込 み 送信 」 さ せる よう な と き は 音質 が 悪く な る こと が ある た め 、 子 機 と 本 機 の 
中 継 時 の 秘話 設定 は 同じ に し て くだ さい 。 


: ベル 機能 「bELL」 


こ ュ | 


設定 値 oFF / on (初期 値 oFF) ※ON 時 の アイ コン : 「」 


呼び 出さ れ た こと を ベル アイ コン 表示 と ベル 音 で お 知ら せ し ま す 。 


※ 着 信 す る と 10 秒間 ベル 音 が 鳴り ます 。 何 か キー 操作 を する と 止ま り ま す 。 キー 操 作 す る まで ベル アイ 
コン が 点滅 し て 、 着 信 が あっ た こと を お 知ら せ し ま す 。 


※ 一 度 お 知ら せ し た ら 、 待 ち 受け 状態 が 約 10 秒 以 上 続く まで 動作 し ませ ん 。 (通話 中 、 受信 の た びに ベル が 
いち いち 鳴る と うる さい た めで す 。) 


※ グ ルー プ ト ー ク 設定 時 は 、 グ ルー プ 番 号 が 合わ な い 信号 を 受信 し て も 動作 し ませ ん 。 


: 液晶 ラン プ 機 能 「LAmP」 


に こ /】 


設定 値 oFF /5 秒 / on (初期 値 5 秒 ) 


液晶 ディ スプ レイ の 照明 を 点灯 させ る 機能 で す 。 初 期 状 態 で は 「5」 秒 に 設定 され て お り 、 キ ー 操 作 ([PTT] 
キー 以外 ) を する と 自動 的 に 5 秒間 照明 が 点灯 し ます 。 


※ デ ィ ス プレ イ 照 明 を ON (常時 点灯 ) に 設定 する と 、 オ プシ ョ ン バ ッ テリ ー 使 用 時 、 電 池 の 減 り が 
と て も 早く な り ま す 。AC アダ プター 使用 時 以外 は ON に し な いで くだ さい 。 


: LED ラン プ 機 能 「LEd」 


こ J 


設定 値 oFF / on (初期 値 ON) 


動作 状態 を 表示 する LED ラン プ (青色 : 待ち 受け 、 緑 色 : 受信 、 赤 色 : 送信 ) の ON/OFF を 選択 で きま す 。 
無線 機 と 中 継 器 モ ー ド すべ て に 反映 され ます 。 


※ 液 晶 ラ ンプ と 違い 明る さ を 抑え て いる た め 、ON に 設定 し て いて も 電池 の 減り 方 に あま り 影 響 は あり ませ ん 
が 、OFF に する と わずか で す が 電 池 の 持 ち は 良 く な り ま す 。 


※ 一 旦 設 定 が 済ん だ ら 動 作 状況 を 見 る 必要 が 無い 中 継 器 モー ド で は オフ に し て も 良い で す が 、 ト ラン シー バ 
ー と し て 使う と き や 、 設 定 を 変更 する と き は 点灯 する ほう が 操作 性 は 良く な り ま す 。 


: PTT ホー ルド 機能 「PttHLd」 


設定 値 oFF / on / At (初期 値 At) 

[PTT] キ ー を 一 度 押す と 送信 状態 を 保持 、 も う 一 度 [PTT] キ ー を 押す と 受信 状態 に な り ま す 。 送信 中 [PTT] キ 
ー を 押さ な く て 良い ハン ズ フ リー 状態 に で きま す 。 一 部 の イヤ ホン マイ ク ・ ヘ ッ ド セッ ト 系 アク セ サ リ ー で 
[PTT] キ ー ロ ッ ク 機 能 が 無い も の を お 使い に な る と き に ロッ ク 代 わり に 使う こと も で きま す 。 
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Co 


※ 初 期 値 の At (オー ト 設 定 ) で は 、 同時 通話 (通話 モー ド 2) 、 3 者 同時 通話 (通話 モー ド 3) 、 4 者 同時 通話 ( 通 
話 モ ー ド 4④) で PTT ホー ルド が 自動 的 に 0N に な り ま す 。 別売 マ イク の PTT キー ロッ ク (ボタ ン を スラ イド し 
て 固定 ) を 使う と 、 そ ちら の PTT 操作 を 優先 し ます 。 


※PTT ホー ルド 機能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は お 使い に な れ ま せん 。 取 扱 説明 書 の オプ ショ ン 一 覧 表 を 
ご 覧 くだ さい 。 


・ 送信 出力 設定 「PwL」 


ドー】 


設定 値 Lo / Hi / At (初期 値 AtA) ※Lo 時 の アイ コン :「. (ドット) 」 マ ー ク 


送信 出力 を 変更 で きま す 。 
Hi : 10mW 出力 


通常 の 設定 で す 。 理由 が 無い 限り 変え な いで くだ さい 。 設定 を 変え て も バッ テリ ー の 持ち は 大 きく 変わ り 
ませ ん 。 


Lo : 1mW 出力 
b12 こ て b29 チャ ン ネ ル で は 3 分 タイ ム ア ウ ト の 制限 を 受け ず 、 連 続 送 信 が で きる よう に な り ま す 。 ガ イド 
シス テム の よう な 送信 し 続け る 必要 が 有る 用 途 向 け で す が 、 通話 距離 は 数 十 メ ー ト ル 程 度 ま で 狭く な り ま 
す 。 他 人 に 通話 を 聞か れる リス ク が 低く な る の で 、 常 に 至近 距離 で 通話 する と き に も メリ ッ ト が あり ます 。 


※At (オー ト 設 定 ) で は 、 同 時 通話 (通話 モー ド 2) の b12 て b29 チャ ン ネ ル に 設定 する と 自動 的 に 1mW 出力 
に な り 、 3 分 タイ ム ア ウ ト の 制限 を 受け ず に 通話 で きま す 。 3 者 同時 通話 (通話 モー ド 3) 、 4 者 同時 通話 ( 通 
話 モ ー ド 4) も b12~<b29 チャ ン ネ ル を 使用 し て いる た め 、 ど の チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 選ん で も 自動 的 に 1mW 
出力 に な り 、3 分 タイ ム ア ウ ト の 制限 を 受け ず に 通話 で きま す 。 


・ VOX 機能 「vo」 


設定 値 oFF / Lo /Hi (初期 値 FF「) ※ON 時 の アイ コン :「 支 」 
「 話 す と 送信 、 黙 る と 受信 」 の ハン ズ フ リー 通話 が で きま す 。 


Lo : VOX 感度 小 (大 きめ の 声 で な いと 送信 し ませ ん 。 周 り が うる さく 、 黙 っ て いて も 送信 し て し まう 
よう な と き に お 試し くだ さい ) 


Hi : VOX 感度 大 (小さ め の 声 で も 送信 し ます 。 周 り が 比較 的 静か な と き は こち ら を お 試し くだ さい ) 
※ 弊 社 純 正 品 で も 一 部 の オプ ショ ンマ イク は 対応 し ませ ん 。 取扱 説明 書 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さい 。 


※V0X 感度 を 「Lo」 に 設定 し て も 送信 し て し まう よう な 騒音 の 大 きい 場所 で は VOX 機能 はお 使い に な れ ま せ 
ん 。 


※ 声 を 感知 し て か ら 送 信 を 始め る まで に 多少 時 間 が か か る た め 、 音声 の 始め が 途切れ て 聞こ える 場合 が あり 
ます 。 「 了 解 で す 、 マ ンー て 」「 は い 、 ン ーー」 な ど 、 用 件 に 入る まで に 頭 切れ し て も 差し 支え な い 言葉 を 
挟ん で 話し 始め る と 通話 し や すく な り ま す 。 


10: 操作 音量 「Sd-voL」 
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設定 値 0 て 5 (初期 値 3) 


本 体 か ら 鳴る 操作 音 の 音量 を 変更 する こと が で きま す 。 数 値 を 大 きく する と 音量 が 大 きく な り 、「0」 に 設定 
する と すべ て の 操作 音 (キー 操作 音 、 各 種 ア ラー ム 音 、 ベ ル 音 な ど ) が 鳴ら な く な り ま す 。 


※ イ ヤ ホ ン を 使用 し た 状態 で ビー ブ 音 量 を 5 に 設定 する と 、 大 き な 音 で 耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます の で 
ご 注意 くだ さい 。 


・ サウ ンド 「Sound」 


設定 値 oFF / bP / Gdc / ALL (初期 値 bP) 


本 体 か ら 鳴 る 操作 音 を ビー プ 音 や ガイ ダン ス 音 声 (設定 内 容 や 状態 を 音声 で お 知ら せ ) に 変更 する こと が 
で きま す 。 


oFF : 操作 音 は 鳴り ませ ん 

bP : 操作 音 が ビー プ 音 に な り ま す 。 

Gdc : 操作 音 が ガイ ダン ス 音 声 に な り ま す 。 

ALL : 操作 音 が ビー プ 音 と ガイ ダン ス 音 声 に な り ま す 。 


12: エン ド ピ ー 機 能 「EndP」 
設定 値 oFF / on / PP (初期 値 oFF) 


エン ド ビ ピー は 送信 が 終わ っ た こと を ビー プ 音 で 相手 に 伝え る 機能 で す 。 受信 信号 の 強度 (レベ ル ) に 合わ せ て 
エン ド ピ ー を 鳴ら す 「 エ ンド ピピ 」 機 能 は アル イン コ の 特許 で 、 テ ー ル ノイ ズ キ ャ ン セ ラー また は グル ー プ 
トー ク を 設定 し た 弊社 製 ト ラン シー バー か ら の 信号 の み 動 作 を 保証 し て いま す 。 
ON : エン ド ピ ー 
PTT キー を 離し た と き に 「 ピ ッ 」 と 鳴っ て 送信 が 終わ っ た こと を 相手 に 伝え ます 。「 エ ンド ピー」 は 送信 側 
で 鳴る の で 、 他 人 に 音 を 聞か せ た く な いと き は 自分 の 設定 を オフ に し ます 。 
PP : エン ド ピ ピ 
受信 終了 時 に 、 強 い レ ベル の 信号 を 受信 し た と き は 「 ピ ッ 」、 少 し 弱い レベ ル の 信号 を 受信 し た と き は 
「 ピ ピッ 」、 非 常に 弱い レベ ル の 信号 を 受信 し た と き は 「 ピ ピピ ッ 」 と 鳴り ます 。「 エ ンド ピピ 」 は 受信 側 
で 鳴る の で 、 自 分 が ビ ピ 音 を 聞き た く な いと き は 設定 を オフ に し ます 。 


※ こ この 設定 は 連結 中 継 に は 反映 され ませ ん 。 連 結 中 継 時 の アク セス 音 、 エ ンド ピー 設定 は 拡張 セッ トモ ー 
ド で 別途 設定 で きま す 。 


13: PITT オン オフ 機能 「Ptt」 
設定 値 oFF / on (初期 値 on) 


送信 を 禁止 する 機能 で す 。OFF に 設定 後 PTT キー を 押す と 【Ptt oFF】 と 表示 され 、 送 信 で き な く な り ま す 。 
ユー ザー グル ー プ の 中 に 「 連 絡 を 聞く だ け で 、 返 事 は し な く て よい 」 メ ン バ ー が いる と き 等 に 使い ます 。 


メモ ) この 「 ラ ジオ 」 の よう な 無線 機 は 無線 通信 の 用 語 で 「 受 令 機 」 と 呼ば れ て いま す 。 受 信 専用 の モニ タ 
ー と し て 使う と き 、 誤 っ て 送信 し な いよ う ロ ッ ク を 掛け て お く こ と を お 勧め し ます 。 


14: コー ル バ ッ ク 機 能 「CALLb」 
設定 値 oFF / on (初期 値 oFF) 


コー ル バ ッ ク 機 能 を ON に 設定 する と 、 イ ヤ ホ ン (イヤ ホン マイ ク ) 使用 時 に 送信 中 の 自分 の 声 を モニ ター 
する こと が で きま す 。「 話 し た つも り だ っ た が 、 送 信 で き て いな か っ た 」 と いっ た [PTT] キー の 操作 ミス を 
防げ ます 。 


※DJ-P113R 本 体内 蔵 の マイ ク や スピ ー カ ー マ イ ク で は ハウ リン グ を 起こ す の で 使え ませ ん 。 


15: SET キー 割り 当て 「SEt-bt」 
設定 値 ACH / bCH / EG / Scn (初期 値 ACH) 


[SET] キ ー を 長押 し し た と き の 動 作 を 下記 の 機能 の 一 つ に 割り 当て る こと が で きま す 。 1 回 押し や 、 押し な が 
ら 起 動 の し た と き の 動 作 は 変わ り ま せん 。 


ACH : デュ アル オペ レー ショ ン ( モ ー ド 7) の と き の A( メ イン ) チャンネル を 登録 し ます 。 
bCH : デュ アル オペ レー ショ ン ( モ ー ド 7) の とき の b( サ ブ ) チ ャ ン ネ ル を 登録 し ます 。 
EG : 緊急 通報 を 使う と き に 選択 し ます 。 
Scn : チャ ン ネ ルス キャ ン を 使う と き に 選択 し ます 。 
上 記 の 内 容 や 操作 は 「DJ-P113R_ 補 足 説明 書 」 で 詳し く 説 明 し て いま す 。 

※[SET] キ ー を 長押 し し た と き の 動 作 が 有効 に な る 通話 モー ド : 

・「EG」: モー ド 1/ モ ー ド 5/ モ ー ド 7 

・「ACH」「bCH」「Scn」: モー ド 1/ モ ー ド 5 


16: 外部 音量 変更 「EvoL」 
設定 値 L /H (初期 値 L) 


ューー」 


外部 出力 端子 ヘス ピー カー マイ ク な ど を 接続 する と き 、H 設定 に する と 音量 を 上 げ る こと が で きま す 。 


イヤ ホン や イヤ ホン マイ ク で ボリ ュー ム を 上 げす ぎる と 耳 を 傷め る こと が ある の で 切り 替え られ る よう に 
な っ て いま す 。 初期 値 は イヤ ホン 用 の L (小さ い 音 量 ) で す 。 


※ イ ヤ ホ ン 、 ヘ ッ ド セッ ト を 使用 し た 状態 で の ボリ ュー ム 変 更に は 十分 に ご 注意 くだ さい 。 
この 項目 を 変更 し て 音量 を 上 げ る と 、 大 き な 音 で 耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 


以上 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 


DJ-P113R セッ トモ ー ド の 拡張 に つい て 


DJ-P113R 特定 小 電力 中 継 器 に は 、 環境 や 特定 の ニー ズ に よっ て カス タマ イズ で きる と 便利 な 項目 を 「 拡 張 セ ッ 
トモ ー ド 」 に 採用 し て いま す 。 一 度 設定 し た ら 変 える こと が 少な く 、「 故 障 か な ?」 と 思う よう な 動作 を する 項 


目 も ある の で 、 敢 えて 通常 の セッ トモ ー ド の 操作 と は 別に し て 、 こ こ で ご 説明 し ます 。 
内 容 を 良く ご 理解 いた だ いた うえ で 操作 し て いた だ きた い の で 、 操 作 方 法 は 敢えて 最後 に 記載 し まし た 。 管 理 


者 が 行っ た 設定 を ユー ザー が 誤っ て リセ ッ ト し な いよ う 、 拡 張 メ ニュ ー は 設定 変更 後に 再び 表示 を 隠す こと が で 
き 、 通 常 の リセ ッ ト 操 作 で は 初期 化 さ れ な いよ うに な っ て いま す 。 


全 セ ッ ト モ ー ド 一 覧 


拡張 操作 を する と 、 す べ て の 通話 モー ド で すべ て の セッ トモ ー ド 項目 が 操作 で きる よう に な り ま す 。 メ ニュ 


一 番号 1 て 22 まで は 通常 セッ トモ ー ド で す 。 こ こ で は 説明 し て いま せん 。 通常 セッ トモ ー ド の 詳細 は 別紙 
「DJ-P113R セッ トモ ー ド 詳細 説明 書 」 を ご 参照 くだ さい 。 


No. | 機能 セッ トモ ー ド | 選択 項目 初期 値 種類 詳細 内 容 
1 中 継 親 機 チャ ン ネ ル 周 波数 帯 brPt-CH b/A b 
2 | 中 継 ア ラー ム oFF ALm on/oFF oFF 
3 | 中 継 ハ ング アッ プ 0 HunGuP 0705/172 | 時 
4 | 中 継 自動 接続 手順 on2 Auto oFF/on1/on2 on2 (中 継 器 ) 
5 | 連結 中 継 ア クセ ス 速 度 noL LnK-SP noL/FSt noL 
6 連結 中 継 ビ ー コ ン 時 間 10 LnK-bc oFF/5 て 60( 秒 ) 10 
7 中 継子 機 チ ャ ン ネ ル 周 波数 帯 A Unt-CH A/b A 
8 コン パン ダー At ComPnd At/on/oFF At 
9 | 秘話 oFF ScrbLE on/oFF oFF 
10 | ベル oFF bEEL on/oFF oFF 
11 | ラン プ 5 LAmP oFF/5/on 5 セッ トモ ー ド 
12 | LED on LEd on/oFF on 説明 書 
13 | PTT ホー ルド At PttHLd At/oFF/on At 
14 | 送信 出力 Pow-At At/Hi/Lo At 通常 
セッ トモ ー ド 
15 | VOX oFF vo oFF/Lo/Hi oFF (無線 機 ) 
16 | 操作 音量 3 Sd-voL 0 て 5 3 
17 | サウ ンド bp Sound oFF/bp/Gdc/ALL bp 
18 | エン ド ピ ビー oFF EndP oFF/on/PP oFF 
19 | PTT オフ on Ptt on/oFF on 
20 | コー ル バ ッ ク oFF CALLb on/oFF oFF 
21 | SET キー 割り 当て ACH SEt-bt ACH/bCH/EG/Scn ACH 
22 | 外部 音量 変更 EvoL-L L/H L 
23 | 中 継 器 バ ッ テ リ ー セ ー ブ oFF rPt-bS on/oFF oFF 
24 | 中 継 器 他社 互換 50 rPt-ot 0<100 50 
25 | 連結 中 継 ス ター ト ・ エ ンド ピー S-E LnK-bP oFF/St/End/S-E S-E 
26 | 同時 通話 ルー プ oFF AFLooP on/oFF oFF 
27 | スケ ル チ レ ベル SgL 3 0 て 5 3 
28 | キー ロッ ク 時 間 Loc 2 1<3 2 
29 | 電池 電圧 参照 O.OO ー 上 
30 | マイ ク ゲ イン 4 m-GAin 1<7 4 
31 | バッ テリ ー セ ー ブ on DS oFF/on on 
32 | デュ アル オペ レー ショ ン 再 開 時 間 5 dUAL-t 1 て 5( 秒 ) 5 
33 | オプ ショ ン 使 用 時 の PTT/ マ イク 設定 ALL micPTT ALL/oUt/OFF/St1 St5/no ALL 
34 | オプ ショ ン 使 用 時 の スピ ー カ ー 設 定 oUt SPKoPE oUt/inS/ALL oUt 
35 | イヤ ホン 断線 検知 on EAr-C on/oFF on 
36 | 皿 急 警報 鳴動 時 間 10 En6-t 10 こ 60 0 本 書 
37 | 秘話 周波 数 34 SCr-Fqg 27<34(x0.1KHz) 34 
38 | 秘話 エン ファ シス on EmPHA on/oFF on 
39 | グル ー プ 選択 ton GroUP ton/Cd1/Cd2 ton 
40 | 減 電 池 ア ラー ム (アラ ー ム 間隔 ) oFF bAtt-C oFF/5 て 60( 秒 ) oFF 
41 | VOX ディ レイ 時 間 10 vod-t 1<30 (x0.1sec) 10 
42 | チャ ン ネ ル 表 示 AL CHdiSP AL/noL/oFF AL 
43 | グル ー プ トー ク 判 別 精度 2 mG-ton 1 て 5 2 
44 | マイ ク AGC 切り 替え SL AGC oFF/SL/FS SL 
45 | AGC タ ー ゲ ッ ト レ ベル 調整 06 AGC-tG 03<24(x-1dB、 3dB Step) 6 
46 | テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル on tAiLnC on/oFF on 
47 | 減 電 池 ス リー プ on bt-SLP on/oFF on 
48 | お 願い コー ル oFF PLSCAL oFF/on/1/5/10/onC/1C/5C/10C oFF 
49 | 特殊 キー ロッ ク oFF Loc-SP on/oFF oFF 
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23: 中 継 器 バッ テリ ー セ ー ブ 「rPt-bS」 
設定 値 oFF / on (初期 値 oFF) 


半 複 信 中 継 器 ( 通 話 モ ー ド r1) の 専用 バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 で す 。 中継 動 作 の 反応 が 遅く な り 、 頭 切れ の 
原因 に も な る の で 通常 は 初期 値 の OFF で お 使い くだ さい 。 電源 の 無い 現場 で 仮設 使用 する な ど 、 バッ テリ ー 
の 消費 を 極力 抑え た いと きだ け 0ON 設定 を お 試し くだ さい 。 


24: 中 継 器 他 社 互換 「rPt-ot」 
設定 値 0 こ 100 (初期 値 50) 


DJ-P113R の 半 複 信 中 継 器 (通話 モー ド r1) を 中 継 器 と し て 使う と き 、 旧 製品 や 他社 製品 で は うま く 中 継 動作 
を し な い 場 合 が あり ます 。 ア クセ ス 手 順 の タイ ミン グ が 原因 の 場合 、 こ の 設定 を 変え る と 改善 する こと が 
あり ます 。 通常 セッ トモ ー ド の 「No.4 中 継 接続 自動 手順 」 と 合わ せ て お 試し くだ さい 。 初期 設定 以外 の タイ 
ミン グ に する と 、 本 機 や 弊社 製 の 現行 機種 の アク セス が 不安 定 に な り ま す 。 す べ て の 中 継 障害 に 有効 な 設定 
で は な く 、 動 作 保証 を する も の で も あり ませ ん 。 


25: 連結 中 継 ス ター ト ・ エ ンド ピー「LnK-bP」 
設定 値 oFF / St / End / S-E (初期 値 S-E) 


連結 中 継 器 (通話 モー ド r2) 、 連 結 中 継子 機 (通話 モー ド 6) で 通話 開始 (応答 ) する と き の ア クセ ス 音 「 ピ 
ビ ピ 」 と 、 通 話 終了 時 に 鳴る エン ド ピ ー 音 の 動作 を 切り 替え られ ます 。 連 結 中 継 モ ー ド で の エン ド ピ ー は こ 
の 設定 が 優先 と な り 、 通 常 の セッ トモ ー ド 項目 「 エ ンド ピー」 で は 変更 で きま せん 。 

S-E : アク セス 音 、 エ ンド ピー の 両方 が 鳴り ます 。 

End : エン ド ピ ー の み 噂 り ま す 。 

St : アク セス 音 の み 鳴 り ま す 。 

oFF : アク セス 音 、 エ ンド ピー は 両方 と も 鳴り ませ ん 。 


※ 連結 中 継 に 使用 する すべ て の 中 継 器 と 子 機 を 同じ 設定 値 に し て くだ さい 。 

※ アク セス 音 を 止め た ら 、PTT を 押し て か ら 2 秒 ほ ど 待 っ て 話す よう に し ます 。(PTT を 押し て か ら 通 話 
で きる よう に な る まで の タイ ミン グ が 分 か ら な く な り ま す 。 押 し て す で ぐ 話 す と 、 長 め の 頭 切れ が 起こ り 
ます 。) 


26: 同時 通話 ルー プ 「AFLooP」 
設定 値 oFF / on (初期 値 oFF) 


同時 通話 (通話 モー ド 2) で 設定 する と 、 通 話 中 の 二 人 の 会 話 を 第 三 者 が モニ ター で きま す 。 

3 人 以上 で 、 任 意 の 人 同士 で 同時 通話 を する と き は ON に し て くだ さい 。2 名 だ け で 使う と き 、 こ の 機能 
ON に する と 自分 の 送信 中 の 声 が 聞こ えま す 。( 自 声 モ ニタ ー 機 能 

※ 3/4 者 通話 は 自動 で ルー プ 状 態 に な り ま す 。 


27: スケ ル チ レ ベル 「SqL」 
設定 値 0<5 (初期 値 3) 


FM 電波 特有 の 、 通 話 が 無い と き に 聞こ える 「 ザ ー 音 」( ホ ワイ トノ イズ ) を 消す 「 ス ケル チ 」 の 調整 で す 。 

工場 で 標準 的 な レベ ル に 調整 し て あり ます が 、 ノ イズ が 強い 環境 な ど で 、 通 話し て いな い 時 に カサ カサ と 

音 が 出る 場合 に レベ ル を 上 げ ま す 。 上 げ 過 ぎる と 弱い 信号 も 消し て し まう た め 、 通 話 距 離 が 短く な っ た と 

感じ られ る こと が あり ます 。 逆 に ノイ ズ が 低い 環境 で は 、 レ ベル を 低め に 設定 する こと で 弱め の 信号 で も 

受信 し や すく な る 場合 が あり ます 。 レ ベル を ゼロ に する と 、 常 に 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ える よう に 

な り ま す 。 

参考 ) グル ー プ トー ク 機 能 設 定時 は レベ ル を ゼロ に し て も ホワ イト ノイ ズ は 聞こ えま せん 。「 ノ イズ 対策 に 

も な る 」 と グル ー プ トー ク を お 使い いた だ く よ う 強く 推奨 し て いる の は この た めで す 。 


28: キー ロッ ク す る まで の 時 間 「Loc」 
設定 値 1<3 秒 (初期 値 2 秒 ) 


指定 の キー を 2 秒 押す と キー ロッ ク が 掛か り ま す が 、 こ の タイ ミン グ を 1^3 秒 の 間 で 変更 で きま す 。 
※ キ ー ロ ッ ク は [FUNC] キー 長押 し の 「 簡 易 」 と 、[FUNC] と [SET] キー 長押 し の 「 通 常 」 の 2 種類 が あり ます 。 


29: 電池 電圧 表示 「( 数 字 )」 
お 使い の バッ テリ ー パ ッ ク の お よそ の 電圧 を 常に 数 字 で 表示 し ます 。 バッ テリ ー が 切れ そう な と き の 数 字 を 
覚え て お け ば 、 バ ッ テ リ ー 残 量 の 詳し い 目安 に な り ま す 。( テ スタ ー の よう な 精度 で は あり ませ ん 、 あ くま 
で 目安 の 数 値 で す 。。 バッ テリ ー が 入っ て いな いと き は 「no bAtt」、 充 電 中 は 「CHArGE」、 充 電 が 完了 する と 
「FuLL」 が 表示 され ます 。 
※ 電 圧 以 外 の 表示 が 更新 され る まで 、 最 長 約 10 秒 か か る 場合 が あり ます 。 


※ 待 ち 受 け 時 の 充電 と バッ テリ ー の 状態 表示 は 下記 を ご 参照 くだ さい 。 抽 社 の 従来 製品 と は 異な る 表示 に な 


っ て いま す 。 
充電 中 : ディ スプ レイ 右上 に 電池 マー ク が 点 減 、LED ラン プ が 青色 点灯 
充電 完 : ディ スプ レイ 右上 に 電池 マー ク が 点灯 、LED ラン プ が 青色 点灯 


バッ テリ ー で 駆動 中 : デイ スプ レイ 右上 に 電池 マー ク が 点灯 、LED ラン プ が 青色 点灯 
バッ テリ ー 残 量 低下 : ディ スプ レイ 右上 に 電池 マー ク が 点灯 、LED ラン プ が 青色 点 減 
バッ テリ ー 無 し (AC アダ プター で 駆動 時 ) : 電池 マー ク は 点灯 せ ず 、LED ラン プ が 青色 点灯 


30: マイ ク ゲ イン 調整 「m-GAin」 
設定 値 1 こ 7 (初期 値 4 


通話 時 の くせ (声量 、 マ イク と 口 の 間 の 距離 …) や アク セ サ リ ー マ イ ク の ゲイ ン な どの 都合 で 、 人 に よっ て 
トラ ン シ ー バ ー に 入る 声量 は 異な り ま す 。 この た め 、 音 が 小さ い (話す 声 が 小さ い ニ レベ ル を 大 きく する )、 
音 が 歪む ( 声 が 大 きい ニレ ベル を 小さ くす る ) 等 が 調整 で きま す 。 適当 に 設定 する と か えっ て 音 が 悪く な る 
の で 、 し っ か り 通 話 テ スト を し て か ら お 使い くだ さい 。 


31: バッ テリ ー セ ー ブ 「bS」 
設定 値 oFF / on (初期 値 on) 


ー 部 の 無線 機 モ ー ド (モー ド 1<6) で の バッ テリ ー 消 費 を 最小 に する バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 は 、 僅か で す が 通 
話 の 始め の 部 分 が 途切れ る 原因 の 一 つ に な り ま す 。 こ れ を 少し で も 軽減 する 必要 が ある 特殊 用 途 向 け に 設け 
た 項目 で す 。 バ ッ テ リ ー の 消費 が 早く な る た め 、 通 常 の 用 途 で は 変更 し な いで くだ さい 。 


32: デュ アル オペ レー ショ ン 再 開 時 間 「dUAL-t」 
設定 値 15 (初期 値 5 秒 ) 


デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド で 通話 が 終了 し た あと 、 交 互 受信 (スキ ャ ン ) を 再開 する まで の 時 間 で す 。 
初期 値 は 5 秒 で す が 、 運 用 の 仕方 に よっ て は 早い 方 が 便利 な 時 も あり ます 。 ニ ー ズ に 合わ せ て 変更 し て くだ 
さい 。 


33: オプ ショ ン 使 用 時 の PTT/ マ イク 選択 「micPtt」 
設定 値 ALL ン oUt ン oFF ン St1<St5 ン no (初期 値 ALL) 


オプ ショ ン の イヤ ホン マイ ク 、 ス ピー カー マイ ク 、 ヘ ッ ド セッ ト の 使用 時 、 本 体 と オプ ショ ン の [PTT] キー 
を 押し た と き に 、 ど の マイ ク を 有効 に する か 選択 で きま す 。 運用 スタ イル に 合わ せ て 変更 し て くだ さい 。 
「ALL」「oUt」「oFF」 は 弊社 製 4 極 1 軸 ね じ 込 み プ ラグ を 採用 する トラ ン シ ー バ ー と 同じ 動作 で す 。 


本 体 の TI キー を 押し た 時 オプ ショ ン の [FT] キー を 押し た 時 に 
設定 値 

ALL 本 体 と オプ ショ ン 両 方 オプ ショ ン の み 
oUt オプ ショ ン の み オプ ショ ン の み 
oFF 送信 し ませ ん オプ ショ ン の み 
St1 送信 し ませ ん 本 体 と オプ ショ ン 両 方 
St2 オプ ショ ン の み 送信 し ませ ん 
St3 本 体 と オプ ショ ン 両 方 送信 し ませ ん 

St4 本 体 と オプ ショ ン 両 方 本 体 と オプ ショ ン 両 方 
St5 オプ ショ ン の み 本 体 と オプ ショ ン 両 方 
no 送信 し ませ ん 送信 し ませ ん 


【 重 要 : スピ ー カ ー マ イ ク 使 用 時 の 制限 】※ 仕 様 上 の 理由 で 、 改 造 は で きま せん 。 異常 で は あり ませ ん 。 

1 : スピ ー カ ー マ イ ク 使 用 時 、 本 体 の PTT キー を 押し て も 電波 が 送信 され る だ け で 、 ス ピー カー マイ ク に 向かっ 
て 話す 声 は 送信 され ませ ん 。 設定 項目 に 関わ ら ず 、 ス ピー カー マイ ク の PTT を 押し て 話し て くだ さい 。 

2 : PTT ホー ルド は 使え ませ ん 。 ど ちら の PTT キー を 押し て も スピ ー カ ー マ イ ク の マイ ク は 動作 し ませ ん 。 
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34: オプ ショ ン 使 用 時 の スピ ー カ ー 選 択 「SPKoPE」 
設定 値 oUt ン ins ン ALL (初期 値 oUt) 


別売 の イヤ ホン や スピ ー カ ー マ イ ク 等 を 接続 し て 使用 する 際 に 、 本 体 や オプ ショ ン の スピ ー カ ー、 イ ヤ ホ ン 
の 有効 無効 を 選択 で きま す 。 運用 スタ イル に 合わ せ て 変更 し て くだ さい 。「oUt」 は 弊社 製 4 極 1 軸 ね じ 込 
み プ ラグ を 採用 する トラ ン シ ー バ ー と 同じ 動作 に な り ま す 。 


設定 値 | オプ ショ ン 使 用 時 の 動作 する スピ ー カ ー (イヤ ホン ) 備考 
oUt オプ ショ ン の スピ ー カ ー (イヤ ホン ) の み 動 作 弊社 製 の 4 極 1 軸 ね じ 込 み 式 の トラ ン シ ー バ ー と 同じ 動作 
ins 本 体 の 内 蔵 の スピ ー カ ー の み ゐ 動 作 
ALL 両方 の スピ ー カ ー (イヤ ホン ) が 動作 
ご 注意 : 


・ [ALL] 設 定 に する と 、 仕 様 上 の 理由 で 初期 設定 より 大 きい 音 が 鳴り ます 。 大 き な 音 で 耳 を 痛め る 可能 性 が 
あり ます の で 十分 に ご 注意 くだ さい 。 特 に イヤ ホン 使用 時 、 音 量 の 上 げす ぎ に ご 注意 くだ さい 。 


35: イヤ ホン 断線 検知 「EAr-C」 
設定 値 oFF / on (初期 値 on) 


本 体 に 接続 し た イヤ ホン や イヤ ホン マイ ク の ケー ブル 断線 を 検知 する 機能 で す 。ON に 設定 する と 起動 時 に 検 
知 動作 を 行い 、 断 線 し て いる と 判断 すれ ば 10 秒間 、 [EAr-nG] 表示 と 内 蔵 ス ピー カー の アラ ー ム 音 で お 知 
ら せ し ます 。 通常 セッ トモ ー ド の 「No.17 サウ ンド 」 設 定 を 「Gdc」 ま た は 「ALL」 に 設定 し て いる と 、 ア ラ 
ー ム の 代わ り に 「 イ ヤ ホ ン が 断線 し て いま す 」 と いう ガイ ダン ス 音 声 で お 知ら せ し ま す 。 


36: 緊急 通報 時 間 「EmG-t」 
設定 値 10 こ 60 (初期 値 10 秒 ) 


緊急 通報 の アラ ー ム 鳴動 時 間 と 送信 時 間 は 10 秒 に 初期 設定 され て いま す が 、10 秒 単位 (最大 60 秒 ) で 長く 
で きま す 。 


※ 通 常 セ ッ ト モ ー ド の 「No.17 サウ ンド 」 設 定 を 「Gdc」 ま た は 「ALL」 に 設定 し て いる と 、「 異 常 が 発生 し 
まし た 」 と いう ガイ ダン ス 音 声 が 2 回 目 鳴動 し ます 。 この 回 数 は 固定 の た め 、 変 更 す る こと は で きま せん 。 


37: 秘話 通信 周波 数 「Scr-Fq」 
設定 値 2734 (初期 値 34 : 3.4KHz ) 


秘話 設定 の コー ド (正確 に は 周波 数 で す が ) を 変え て 、 異 な る 秘話 グル ー プ を 作れ ます 。 変 更 す る と き は 、 
通話 し た い グ ルー プ 全 員 の 設定 を 同じ に 揃え て くだ さい 。 


38: 秘話 エン ファ シス 「EmPHA」 
設定 値 oFF / on (初期 値 on) 


弊社 製 、 他 社 製 に 限ら ず 特 定 小 電 力 ト ラン シー バー の 秘話 通話 は 機種 に よっ て 相性 が あり 、 音 声 が 聞き 取り 
づら い 場 合 が あり ます 。 聞き取り づら いと 感じ た と き に 、 こ の 設定 を 切り 替え る と 改善 され る 場合 が あり ま 
す が 、 動 作 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 人 通常 は 初期 値 で お 使い くだ さい 。 


39: グル ー プ トー ク の 種類 切り 替え 「GrouP」 
設定 値 ton ン Cd1 ン Cd2 (初期 値 ton) 


本 機 の グル ー プ トー ク は 一 般 的 な 番号 方 式 (トー ンス ケル チ ) の 他 、DCS (デジ タル コー ドス ケル チ ) に 

切り 替え る こと が で きま す 。 グ ルー プ 種 類 切り 替え を Cd1、Cd2 に 設定 し 、 通 常 の トー ンス ケル チ と 同様 に 
通常 画面 で [SET] キ ー を 押す こと で DCS 番号 を 設定 する こと が で きま す 。 番号 変更 の 操作 は トー ンス ケル チ 
と 同様 に 、 [FUNC] キ ー を 押し な が ら [V] ま た は [へ ] キ ー を 押し ます 。 通話 グル ー プ ブ 全員 に 同じ 設定 を し ます 。 


Cd1:01<83 の 83 通り の コー ド 番 号 か ら 選 択 で きま す 。 運 用 時 は チャ ン ネ ル と 2 桁 の DCS 番号 を 表示 し ます 。 

Cd2 : Cd017 て Cd754 の 108 通り の コー ド か ら 選 択 で きま す 。 運用 時 は チャ ン ネ ル と Cd を 表示 、[FUNC] キ ー を 

短く 押す と Cd と 3 桁 の DCS 番号 を 確認 で きま す 。[FUNC] キ ー を 長く 押し て いる と キー ロッ ク 操 作 に な る 

の で ご 注意 くだ さい 。 

※DCS の 設定 が 有効 な 通話 モー ド は 通話 モー ド r1、1、5、7 で す 。 そ れ 以 外 の モー ド で は 決め られ た チャ ン 
ネル グル ー プ で 動作 する た め 設 定 す る こと は で きま せん 。 ま た 、 半 複 信 中 継子 機 ( 通 話 モ ー ド 5) の と き の 
リモ コン 設定 で DCS を 設定 し て いる と 正常 に リモ コン 動作 で きま せん 。DCS を 設定 し て 中 継 動作 する に は 
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中 継 器 本 体 を 操作 し て くだ さい 。 


40: 減 電 池 ア ラー ム 時 間 「bAtt-C」 
設定 値 oFF / 560 秒 (初期 値 oFF) 


LED ラン プ の 減 電池 表示 (青色 点 減 ) と と も に 設定 時 間 ご と に 1 回 、 バ ッ テ リ ー が 減っ て いる こと を アラ 
ー ム 音 で も お 知ら せ で きま す 。 音 を 鳴ら す 電 力 が 消費 され る た め 、 ア ラー ム 間 隔 を 短く 設定 する ほど 早く 
バッ テリ ー が 切れ ます 。 通常 セッ トモ ー ド の 「No. 17 サウ ンド 」 設 定 が 「Gdc」 ま た は 「ALL」 に 設定 し て 
いる と 「 充 電 を し て くだ さい 」 と いう ガイ ダン ス 音 声 で お 知ら せ し ま す 。 


41: VOX 送信 持続 時 間 「vod-t」 
設定 値 01<30 (初期 値 10 : 1.0 秒 ) 


VOX で 送信 し た と き 、 音声 が 途切れ て も 初期 値 で は 1 秒間 送信 状態 を 保持 する の で 、 短い 息継ぎ を し て も 途 
切れ ませ ん 。 こ の 時 間 を 0.1 秒 ~3.0 秒 に 変更 で きま す 。 送 受信 の 切り 替え を テキ パ キ と 行い た いと き に 、 
当 と 使い 勝手 が 向上 し ます が 、 黙 る と すぐ 送信 が 落ち る こと も あり 、 十 分 に 動作 確認 を し て 
か ら お 使い くだ さい 。 


42: チャ ン ネ ル 表 示 変 更 ・ 非 表示 「CHdiSP」 
設定 値 AL /noL /oFF (初期 値 刀 ) 


弊社 製品 の チャ ン ネ ル 表 示 は LO01<L09、b01b11 で す 。 チ ャ ン ネ ル 表 示 設 定 を noL に 変更 する こと で 01< 
20 表示 に 変更 する こと が で きま す 。 他社 製 で 、 こ れ に 近い 表示 を し て いる 機種 の チャ ン ネ ル に 合わ せ や すく 
し ます 。 


AL noL 
b01<b11 01<11 
L01<L09 12<20 
b12<b29 (中 継 ) 01<18 (中 継 ) 
L10<L18 (中 継 ) 19<27 (中 継 ) 
OFF を 選ぶ と チャ ン ネ ル を 非 表 示 (----ー-- ) に で き 、 別 の ユー ザー か ら ど の チャ ン ネ ル で 通話 し て 


いる か 見 られ ず に 済み ます 。 非 表示 に し て いる と き は チャ ン ネ ル と グル ー プ 設定 の 変更 は で きま せん 。 
再 設定 する 場合 は チャ ン ネ ル 表 示 を AL また は noL に し て くだ さい 。 


43: グル ー プ トー ク 判 別 精度 「mG-ton」 
設定 値 1 こ 5 (初期 値 2) 


・ 他 社 製 や 弊社 製 の 旧型 機 と 混用 する と 、 グ ルー プ ト ー ク が で き な い こと あり ます 。 最新 の 部 品 を 採用 する 
本 機 は グル ー プ トー ク 信 号 の 読み 取り 精度 が 非常 に シビ ア で 、 少 し で も ズレ た 信号 に は 反応 し な いこ と か ら 
起こ る 「 相 性 問題 」 で す 。 

・ こ の 設定 を 変更 する 前 に 、 相 性 問題 が 起き に くい 10 番 ~37 番 の 間 で 全体 が 動作 する グル ー プ トー ク 番 号 
を 探し て みて くだ さい 。 ど うし て も 上 手 く いか な いと きだ け 、 判定 精度 を わざ と 甘く する この 項目 を お 試し 
くだ さい 。1 が 最も 上 厳し く 、5 が 甘く な り ま す 。 甘く し 過ぎ る と 近い 番号 の グル ー プ 信号 で も スケ ル チ が 開 
く こ と が あり 、 テ ー ル ノイ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 も 働か な く な る の で 、 ス ケル チ が 切れ る と き の 「 ザ !」 ノ イズ 
が 聞こ えま す 。 初 期 値 の 2 は 、 か な り シ ビア に 判定 し ます 。 


44: マイ ク AGC 切り 替え 「AGC」 
設定 値 oFF / SL / FS( 初 期 値 SL 


マイ ク に 大 き な 声 が 入っ た 場合 、 通 話 音 声 が 歪む こと が あり ます 。 こ の 歪み を 緩和 する の が AGC (自動 

ゲイ ン 調 整 ) で 、 大 き な 声 を 検知 し た と き に ゆっ くり 緩和 させ る 低速 「SL」 と 瞬時 に 緩和 させ る 高速 「FS」 
の 2 種類 か ら 選 べ ま す 。 他社 製 や 旧 機 種 と 混用 する 場合 、 通話 品質 の 相性 問題 を 解決 で きる こと が あり ます 
が 、 逆 に 音 が 悪く な る こと も あり ます 。 複数 の 機種 が 混在 する と き は 全部 の 機種 で 音質 を 確認 し て くだ さい 。 


45: AGC ター ゲッ トレ ベル 調整 「AGC-tG」 
設定 値 03 こ 24 (初期 値 06) 


マイ ク AGC 設定 を 入れ た と き に 、 歪 み を 緩和 させ る 音量 の ポイ ント を 調整 する こと が で きま す 。 

設定 する 数 値 を 小さ くす る こと で 、 よ り 大 きい 声 の と き の 歪 み を 緩和 させ ます 。 逆 に 数 値 を 大 きく する と 
小さ い 声 の 歪み を 緩和 する こと が で きま す が 、 相 手 に 自分 の 声 が 小さ く 聞 こえ ます 。 こ れ も 前 項 同様 、 受 
信 側 の 機種 と の 相性 も 含め て 、 下 手 に いじ る と 逆 に 送信 音 を 悪く する こと が ある の で 必ず 実験 し て か ら 
ご 使用 くだ さい 。 
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46: テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 【「tAiLnC」 
設定 値 oFF / on (初期 値 on) 


グル ー プ トー ク 機 能 を 入れ て いな く て も 、 通 話 終了 時 に 受信 側 か ら 聞 こえ る テー ル ノ イ ズ (受信 か ら 待 ち 受 
け に な る と き の 「 ザ ! 」 と いう 短い ノイ ズ 音 ) を 除去 する 「 テ ー ル ノイ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 」 の オン オフ で す 。 
テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 は 送信 側 と 受信 側 の 両方 が 有効 な と きのみ 動作 する の で 、 こ の 機能 が 入っ て い 
な い 無 線 機 と 通話 する と 設定 に か か わら ず テ ー ル ノイ ズ は 聞こ えて し まい ます 。 弊社 製 の 対応 機種 どう し で 
使う 場合 、 初 期 値 を 変え る 必要 は あり ませ ん 。 


47: 減 電 池 ス リー プ 「bt-SLP」 
設定 値 oFF / on (初期 値 on) 


バッ テリ ー パ ッ ク 使 用 時 、 適 正 な 充電 を し な いと 起き る 過 放 電 は バッ テリ ー パ ッ ク の 劣化 や 充電 不良 の 原因 
に な り ま す 。 こ れ を 防ぐ た め バ ッ テ リ ー の 電圧 が 一 定 レ ベル まで 低下 する と 、 初 期 値 の ON で は 自動 的 に ス 
リー プ ( 省 電力 状態 ) に 切り 替わり ます 。OFF に する と バッ テリ ー を 最後 まで 使い 切る こと が で きま す が 、 
大 き な 差 で は あり ませ ん 。 特殊 な 理由 が 無けれ ば ON で お 使い くだ さい 。 


※ い ずれ の 設定 で も 待機 電流 は 発生 する の で 、 充 電 で きる 環境 に な っ た ら す ぐに 充電 し て くだ さい 。 
バッ テリ ー パ ッ ク を 使わ な いと き は 本 体 か ら 取 り だ し て 、 涼 し い 乾 いた 直射 日 光 が 当 た ら な い 場 所 に 保管 
し て くだ さい 、。 満 充電 で も 放電 で も な い 、50% 程 度 が 保存 に 理想 的 な 充電 状態 で す 。 


48: お 願い コー ル 「PLSCAL」 
設定 値 oF ン on プン 1 プ 5 ン 10 プ onc プ 16 の 56 ン 10C (初期 値 oFF) 


半 複 信 中 継 器 (通話 モー ド r1) や 交互 通話 (通話 モー ド 1) で 通話 中 、 グ ルー プ ト ー ク 番号 が 不一致 や グル ー プ 

号 無し の 電波 (混信 ) を 5 秒 以上 受信 する と 、 キ ャ リア セン ス が 終わ っ て 送信 で きる よう に な っ た ら す ぐ 
に 、 そ の 相手 に チャ ン ネ ル の 変更 を 促す サガ イダ ンス を 送信 で きま す 。 あ ら か じ め 空 き チ ャ ン ネ ル を スキ ャ ン 
させ 、 ガ イダ ンス で 変更 に 適し た チャ ン ネ ル 番 号 を お 知ら せ し た り 、 お 知ら せ す る 頻度 を 選ん だ り で きま す 。 
設定 内 容 は 以下 の 通り で す 。 


設定 値 | お 知ら せ の 間隔 空き チャ ン ネ ル の お 知ら せ 
on 5 秒 以 上 受信 する た びに お 知ら せ し な い 
1 お 知ら せ し て か ら 1 分 間 は お 知ら せ し な い し な い 
(以下 、 停 止 ) を 
5 お 知ら せ し て か ら 5 分 間 は 停止 し な い 
10 お 知ら せ し て か ら 10 分 間 は 停止 し な い 
onC 5 秒 以 上 受信 する た びに お 知ら せ する 
16 お 知ら せ し て か ら 1 分 間 は 停止 する 
5C お 知ら せ し て か ら 5 分 間 は 停止 する 
10C お 知ら せ し て か ら 10 分 間 は 停止 する 


※ 必 ず グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使っ て 通話 し て くだ さい 。 
※ 本 機 の グル ー プ トー ク を OFF、 ま た は DCS に 設定 し て いた 場合 「 お 願い コー ル 」 は 動作 し ませ ん 。 本 機 も 
DCS は 採用 し て いま す が 、 仕 様 上 の 理由 か ら 相 手 に こち ら の メッ セー ジ を 伝え る こと は で きま せん 。 


お 知ら せ す る ガイ ダン ス 内 容 は 以下 の 通り で す 。 


「 空 き チ ャ ン ネ ル の お 知ら せ 」 無し: 
ー「 こ の チャ ン ネ ル は 混み 合っ て いま す 。 他 の チャ ン ネ ル へ の 変更 を お 勧め し ます 。」 


「 空 き チ ャ ン ネ ル の お 知ら せ 」 有 り : 

ー「 こ の チャ ン ネ ル は 混み 合っ て いま す 。 チ ャ ン ネ ル ひ 〇 〇 〇 へ の 変更 を お 勧め し ます 」 
(ガイ ダン ス の チャ ン ネ ル 番 号 は 、 拡 張 セ ッ ト モ ー ド の 「No.42 チャ ン ネ ル 表 示 設 定 」 に 合わ せ た 内 容 で 
お 知ら せ し ま す 。 初期 設定 で あれ ば 「b01」 の よう に 、 数 字 だ け に 設定 され て いれ ば 「01」 の よう に ガ 
イド し ます 。) 


49: 特殊 キー ロッ ク 「Loc-SP」 
設定 値 OFF ン ON (初期 値 oFF) 


DJ-P113R は 中 継 器 モー ド で も 受信 音声 の ボリ ュー ム が 変更 で き 、[PTT] キー で 送信 する こと が で きま す 。 
これ ら の 機能 を 使わ ず 、 第 三 者 が 触れ られ る よう な 環境 に 設置 する と き は 、 こ の 項目 で 特殊 キー ロッ ク を 掛 
け 、 キ ー ロ ッ ク 解 除 以外 の 操作 を 禁止 し て お く こ と を お 勧め し ます 。 受 信 音 量 や [PTT] 操作 は で き な く な り 
ます 。 


この 設定 を ON に する と 、 [SET] キ ー と [FUNC] キー の 両方 を 長押 し する 通常 キー ロッ ク が 「LoC-2」 か ら 
「LoC-SP」 に 変わ り 、 特 殊 キ ー ロ ッ ク が 有効 に な り ま す 。 同じ 操作 を 繰り 返す と 解除 で きま す 。 


※ こ の 設定 と 同時 に 、 拡 張 セ ッ ト モ ー ド の 「No.28 キー ロッ ク 時 間 」 を 長く する こと で 、 一 層 い た ずら や 誤 
操作 を 防ぐ こと が で きま す 。 


[セッ トモ ー ド 拡張 方 法 ] 


1 : キー ロッ ク を 掛け ます 。(2 つ あ る うち の 、 ど ちら の 方 法 で も 構い ませ ん 。) 

2 : [SET] キ ー を 5 回 連続 で 押し ます 。10 秒 以 内 に 5 回 押さ な いと 有効 に な り ま せん 。 
キー 操作 が 有効 で あれ ば 「 ピ ピッ 」 と ビー ブ 音 が 鳴り ます 。 

3 : 自動 的 に キー ロッ ク が 解除 され ます 。 

4 : セッ トモ ー ド に 入る と すべ て の メニ ュー が 追加 され て いま す 。 通常 の セッ トモ ー ド と 同様 に 操作 し ます 。 

* 上記 14 の 操作 を 繰り 返す と 、 変 更 し た 値 を 保存 し て 拡張 メニ ュー を 隠す こと が で きま す 。 
[拡張 項目 の リセ ッ ト ] 

* チャ ン ネ ル や 通常 の セッ トモ ー ド も 含ん で 、 全 て を 工場 出荷 状態 まで 初期 化す る に は 、 ア ダ プ ター を 抜い て 
電源 を 切っ た 後 [V]、[ へ ]、[FUNC] キ ー の 3 つ 全 て を 押し た まま で アダ プター を 挿し て 電源 を 入れ ます 。 画 
面 が 全 点灯 し た ら 指 を 離し ます 。「r1b L10」 で 起動 し た ら 工 場 出荷 状態 で す 。 


* 説明 書 に 記載 の リセ ッ ト (FUNC キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る ) で は 拡張 セッ トモ ー ド は 閉じ ず 、 設 定 し た 
値 も 初期 化 さ れ ま せん 。 拡張 セッ トモ ー ド 以外 の 設定 だ けが 工場 出荷 状態 に 戻り ます 。 


以上 


アル イン コ (株 ) 電子 事業 部 


DJ-P113R 補足 説明 書 


DJ-P113R 特定 小 電 力 中 継 器 は 中 継 器機 能 以 外 に トラ ン シ ー バ ー と し て も 使用 で きる 多彩 な 通話 モー ド を 搭載 し 
て いま す 。 本 書 で は 製品 に 付属 の 取扱 説明 書 に は 敢えて 記載 し て いな い 通 話 モ ー ド の 詳細 に つい て 説明 し ます 。 


@ ト ラン シー バー の 通話 モー ド 一 覧 と 設定 方 法 


① トラ ン シ ー バ ー モ ー ド に する 

・ 付 属 品 の AC アダ プター を AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 ま だ 本 機 に は プラ グ は 接続 し ませ ん 。 

・[SET] キ ー を 押し た まま で AC アダ プター の プラ グ を 本 機 に 接続 する と 、 デ ィ ス プレ イ に 「SEt t-modE」 が 表示 
され 、 デ ィ ス プレ イ 左 側 の モー ド 番 号 表示 が 点 減 し ます 。 こ の 表示 が 出 た ら す ぐに 指 を 離し て くだ さい 。 押 し 
続け た まま に する と 、ACSH モー ド (付属 取扱 説明 書 の 記載 機能 ) が 動作 し ます 。 


② 通話 モー ド を 選ぶ / 共通 :「 使 用 する チャ ン ネ ル 」 は 選択 し た モー ド に 合う も の が 自動 で 設定 され ます 。 
[V] ま た は [A] キ ー を 押し て 通話 モー ド を 選択 し ます 。 


通話 モー ド 使用 する チャ ン ネ ル Pe 参照 する 取扱 説明 書 
半 複 信 中 継 器 L10 こ L18、b12b29 1 製品 に 同 梱 
連結 中 継 器 AH r2 製品 に 同 梱 
交互 通話 LO01<L09、b01b11 1 本 書 
同時 通話 L10 ご L18、 b12 こ b29 2 本 書 
3 者 同時 通話 trPL-A<H 3 本 書 
4 者 同時 通話 qAd0-AH 4 本 書 
半 複 信 中 継子 機 守 に 
の L10 ご L18、 b12 こ b29 5 本書 
連結 中 継子 機 AH 6 本 書 
2 L01 こ L09、b01b11 
デュ アル オペ レー ショ ン | 」10-L1、 b12b29 本 書 
LO01 ご L09、b01b11 

My ーー M 雪 

最適 チャ ン ネ ル サ ー チ L10<L18、b12b29 本 書 


③ 選 択 し た モー ド を 確定 する 

・[PTT] キ ー を 押す と 、 ピ ! と 設定 音 が 鳴り 、 左 側 の 表示 が 点灯 に 変わ り ま す 。 

・ 通話 モ ー ド を 変更 する と き は 、AC アダ プター の プラ グ を 抜い て 、 上 記 ① か ら 繰 り 返 し 操作 し ます 。 
電源 を 切っ て も (アダ プター や 電池 を 抜く )、 次 回 に 電源 が 入る と この 通話 モー ド で 起動 し ます 。 


@ 各 通話 モー ド の 操作 方 法 
通話 モー ド を 確定 し て か ら の 操作 方 法 で す 。 一 部 記述 を 省略 し て いま す が 、 ラ ンプ の 点 灯 色 は 共通 で 、 青 が ス 
タン バイ (待ち 受け )、 緑 が 受信 中 、 赤 が 送信 中 (同時 通話 モー ド で は 通話 中 ) で す 。 


① 交 互 通話 
トラ ン シ ー バ ー で は も っ と も 基本 的 な 通話 モー ド で す 。 チ ャ ン ネ ル と グル ー プ トー ク 番 号 が 同じ で あれ ば 、 
他 の 特定 小 電 力 ト ラン シー バー と も 通話 で きま す 。 電波 が 届く 範囲 に 居れ ば 、 一 人 の 話し 声 を 何人 で も 聞く 
こと が で きま す 。 


チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 を 合わ せる 
チャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ トー ク 番 号 は 、 ユ ー ザ ー 全 員 が 同じ に な る よう に 合わ せま す 。 

・[SET] キ ー を 押し な が ら [V] ま た は [A] キ ー を 押す と チャ ン ネ ル が 変わ り ま す 。 

・ 同 じ グ ルー プ の 人 と だ け 通 話し た いと き は グル ー プ トー ク 機 能 も 設定 し ます 。 ノ イズ を 聞こ え に く くす る 
効果 も 期待 で きま す 。 [SET] キー を 1 回 押す と ディ スプ レイ 右側 に グル ー プ 番号 が 表示 され 、 機 能 が オン 
に な り ま す 。 もう一度 押す と オフ に な り 番 号 は 消え ます 。 

・ グ ルー プ 番 号 表 示 中 に [FUNC] キ ー を 押し な が ら [V] ま た は [へ] キー を 押し て グル ー プ 番号 を 選び ます 。 
他社 機 や 、 ア ルイ ンコ 製 で も 生産 を 終了 し て いる よう な 古い トラ ン シ ー バ ー が 混在 する と き 、 番 号 は 0 2 
<3 7 番 の 中 か ら 選 び ま す 。 そ れ 以 外 で は グル ー プ 信号 の 読み 取り 精度 の 違い か らく る 相性 問題 で 、 通 話 
で き な い こと が あり ます 。 O 1 番 は 多用 され 、 混 信 し や すい の で お 勧め し ませ ん 。 


音量 を 調整 する 。 
[V] ま た は [A] キ ー を 押す と 音量 を 0 ~ 30 まで の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
キー を 押す ご と に プ ! と ビー プ 音 が 鳴り 、 数 字 が 大 きく な る ほど 音 も 大 きく な り ま す が 、 実際 の 音量 は 
ビー プ 音 より は る か に 大 きく な り ま す 。 
[V] と [A] キ ー を 同時 に 押す と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ え 、 実 際 の 音量 が 確認 で きま す 。 本 機 の 最 
大 音量 は 3W と 大 きい た め 、 大 き な ボ リュ ー ム レベ ル で の 確認 時 は 耳 を 傷め な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 
この 音量 設定 は 中 継 器 モ キー ド と は 別 で す 。 こ こ で の 調整 は 中 継 器 モ ー ド 時 の 音量 に 反映 され ませ ん 。 


通話 する 。 
信号 を 受信 する と ディ スプ レイ の 國 が 点灯 し 、 ス ピー カー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 
送信 する と き は [PTT] キ ー を 押し た まま マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 送信 中 は ディ スプ レイ に 賠 が 点灯 し 
ます 。 話 し 終わ っ た ら [PTT] キ ー を 離し ます 。 マ イク と 口 の 間 の 距離 は 使用 者 の 声量 で 変わ る の で 、 相 手 
に 聞い て も らい 調節 し ます 。 


コー ルト ー ン 機能 
送信 中 に [SET] キ ー、[FUNC] キ ー の いずれ か 、 ま た は 両方 を 押す と 音色 の 異な る 呼び 出し 音 が 鳴り 、 相 手 
に 注意 喚起 する こと が で きま す 。 


② 同 時 通話 
電話 の よう に 2 者 間 で 話す モー ド で す 。 通話 は 1 対 1 で す が 、 ル ー プ 機能 を 設定 する と ほか の 何人 で も 、 電 
波 が 届く と ころ に 居れ ば 二 人 の 通話 を 聞く こと が で きま す 。 通話 が 終わ っ た ら 任意 の 2 名 同士 が 通話 で きま 
す が 、 通 話 中 の 割り 込み は で きま せん 。 
重要 : 必ず オプ ショ ン の ヘッ ド セ ッ ト か イヤ ホン マイ ク を ご 使用 くだ さい 。 スピ ー カ ー マ イ ク は ハウ リン グ 
が 起こ る た め ご 使用 に な れ ま せん 。 


チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 を 合わ せる 
チャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ トー ク 番 号 は 、 ユ ー ザ ー 全 員 が 同じ に な る よう に 合わ せま す 。 

[SET] キ ー を 押し な が ら [V ツ ] ま た は [へ ] キ ー を 押す と チャ ン ネ ル が 変わ り ま す 。 
グル ー プ トー ク 機 能 は 、 同 時 通話 で は 自動 的 に オン に な り 、 グ ルー プ 番 号 が 表示 され ます 。 
[FUNC] キ ー を 押し な が ら [V マ ] ま た は [へ ] キ ー を 押し て グル ー プ 番号 を 選び ます 。 0O 1 番 は 多用 され 、 混 
信 し や すい の で お 勧め し ませ ん 。 
b12>b29 は 3 分 に 1 回 2 秒間 の タイ ム ア ウ ト が 無い 連続 通話 CH で す が 、 通 話 距 離 は 狭く な り ま 
す 。 チ ャ ン ネ ル 番 号 の 下 に 出る ドッ ト は ロー パワ ー 送 信 表 示 で す 。 


音量 を 調整 する 別売 マイ ク を 接続 し て か ら 調 整 し ます 。 
[V] ま た は [A] キ ー を 押す と 音量 を 0 ~ 30 まで の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
キー を 押す ご と に プ ! と ビー プ 音 が 鳴り 、 数 字 が 大 きく な る ほど 音 も 大 きく な り ま す が 、 実際 の 音量 は 
ビー プ 音 より は る か に 大 きく な り ま す 。 
この 音量 設定 は 中 継 器 モ ー ド と は 別 で す 。 こ こ で の 調整 は 中 継 器 モ ー ド 時 の 音量 に 反映 され ませ ん 。 


通話 する 

初期 設定 で は PTT を 押す と ハン ズ フ リー、 も う 一 度 押 す と スタ ン バ イ に 戻る PTT ホー ルド が 機能 し ます 。 
・[PTT] キ ー を 押し て ラン プ が 赤 に 変わ り 、「 送 」 が 表示 され た ら 指 を 離し ます 。 送 信 が 始ま っ た の で 
相手 の 名 前 を マイ ク に 向かっ て 呼び か ける な ど 通 話 を 始め る 合図 を し ます 。 

・ 呼 び か け を 聞い た 人 は 「 受 」 が 表示 され る の で 、[PTT] キー を 押し ます 。 赤 ラ ンプ が 点灯 し た ら 指 を 離し 、 
互い の ディ スプ レイ に 「 送 」「 受 」 が 表示 され て いる 間 は ハン ズ フ リー で 同時 通話 が で きま す 。 

・A さ ん が 別 の 人 と 通話 し た いと き は 「C さん と 通話 し た い の で 、B さん は スタ ン バ イ し て くだ さい 。」 の よ 
うに 話し ます 。B が [PTT] キー を 押す と 受信 だ け の 状態 に 戻り 、A だ けが 送信 状態 を 保持 し ます 。C が [PTT] 
キー を 押し て 「 は い A さ ん 、C で す 。」 の よう に 通話 を 始め ます 。 こ の 時 C の ラン プ は 赤 点 灯 、 デ ィ ス プ 
レイ に は 「 送 」「 受 」 が 表示 され ます 。 


③3 者 同時 通話 モー ド 

コン トロ ー ラ ー を 使用 せ ず 、3 人 が 同時 通話 で きま す 。 

重要 : 

・ 必 ず オ プシ ョ ン の ヘッ ド セ ッ ト か イヤ ホン マイ ク を ご 使用 くだ さい 。 スピ ー カ ー マ イ ク は ハウ リン グ が 起 
こる た め ご 使用 に な れ ま せん 。 

・ ユ ー ザ ー の 位置 関係 な ど で 通 話 に 制限 が か か る こと が あり ます 。 必ず 使用 を 始め る まえ に 本 書 の 最後 の ペ 
ー ジ の 3 者 間 通 話 補足 説明 を ご 参照 くだ さい 。 

・ 3 者 通話 設定 の まま 2 人 で 通話 する に は 制限 が あり ます 。 任意 の 2 者 間 で 自由 に 同時 通話 する に は 2 者 
間 同 時 通話 設定 を お 勧め し ます 。 


N 画 画 ノ 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 合わ せる 

[FUNC] キ ー を 押し な が ら [ マ ] ま た は [へ] キー を 押し て 、A<H の 中 か ら 1 つ 選 ん で 3 台 と も 同じ チャ ン ネ ル 
グル ー プ に 合わ せま す 。 チャ ン ネ ル や グル ー プ トー ク 番 号 は あら か じ め 最 適 な も の が プリ セッ ト さ れ て いて 、 
細か い 設 定 は 不要 で す 。 


親 機 に つい て 
3 者 同時 通話 で は 、 1 人 が コン トロ ー ラ ー 役 を 兼ね る 親 機 に な り ま す 。 な る べく 動き が 少な く 、 通 話 圏 内 の 
中 心 に 居る 人 が 最適 で す 。 親 機 と 子 機 の 1 台 が 至近 距離 に ある と 2 台 目 の 子 機 の 声 が 聞こ え に く く な る こと 
が あり ます 。 3 人 と も それ ぞ れ 10m 以上 離れ て くだ さい 。 い ずれ か 2 者 間 の 距離 が 遠く 、 信号 が 弱い と き は 
3 人 すべ て の 声 に 雑音 が 混じる こと が あり ます が 、 異常 で は あり ませ ん 。 位置 関係 が 回 復 す る と 自動 的 に 元 
に 戻り ます 。 


親 機 設定 は 通話 を 始め る 前 の マッ チン グ で 一 番 初め に 送信 する 方 法 と 、 あ ら か じ め 個 体 番号 を 付け て 固定 す 
る 方 法 が 選べ ます 。 
【 個 体 番号 を 設定 する 】 
・[SET] キー を 1 回 押す と AH 表示 の 右側 に 1-3 の 番号 が 表示 され ます 。[SET] キ ー を 押し た まま ム へ マ 
キー を 押し て 、 親 機 に な る 個体 に 1 番 を 割り 当て ます 。 2 と 3 は 任意 で 構い ませ ん 。 
・ 同 じ 操 作 を 繰り 返し て 数 字 を 消す と [PTT] キ ー を 押す 順番 で 親 を 決め る 初期 状態 に 戻り ます 。 


音量 を 調整 する 別売 マイ ク を 接続 し て か ら 調 整 し ます 。 
[V] ま た は [AA] キー を 押す と 音量 を 0 ~ 30 まで の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
キー を 押す ご と に プ ! と ビー プ 音 が 鳴り 、 数 字 が 大 きく な る ほど 音 も 大 きく な り ま す が 、 実際 の 音量 は 
ビー ブ プ 音 より は る か に 大 きく な り ま す 。 


この 音量 設定 は 中 継 器 キ モー ド と は 別 で す 。 こ こ で の 調整 は 中 継 器 モ ー ド 時 の 音量 に 反映 され ませ ん 。 


通話 する 
初期 設定 で は PTT を 押す と ハン ズ フ リー、 も う 一 度 押 す と スタ ン バ イ に 戻る PTT ホー ルド が 機能 し ます 。 
【 初 期 状態 : 個体 番号 を 設定 し な いと き 】 
親 機 に な る 人 が 最初 に [PTT] キー を 押し て 離し ます 。 赤 ラン プ が 点灯 、「 送 」 が 表示 され た ら 2 人 目 の 人 
が [PTT] キー を 押し て 離し ます 。「 送 受 」 が 表示 され 赤 ラ ンプ が 点灯 し た ら 3 人 目 も 同様 に [PTT] キ ー を 押 
し て 離し ます 。 全 員 の ディ スプ レイ に 「 送 受 」 が 点灯 し 、 赤 ラン プ が 点灯 し て いる 間 、 ハ ンズ フリ ー で 
3 者 同時 通話 が で きま す 。 
休憩 な ど で 通 話 か ら 抜 ける と き は [PTT] キ ー を 押し ます 。「 送 」 と 赤 ラ ンプ が 消え ます 。 子 機 が 抜け て も 
残り の 2 人 は 通話 で きま す が 、 親 が 抜け る と 全員 の 通話 が で き な く な り ま す 。 子 機 は また [PTT] キ ー を 押 
す と 通話 に 戻れ ます が 、 親 機 が 抜け た と き は 改め て 3 人 の マッ チン グ が 必要 で す 。 
【 親 機 の 個体 番号 を 設定 し た と き 】 
・ 順番 に 関係 な く 全員 が 自分 の [PT] キー を 押し て 指 を 離し ます 。 但し 必ず 一 人 が 押し 終わ っ た ら 次 の 人 、 
の よう に 少し タイ ミン グ を ずら せ て 操作 し て くだ さい 。 同じ タイ ミン グ だ と 正しく マッ チン グ で き な い こ 
と が あり ます 。 全員 に 「 送 受 」 と 赤 ラ ンプ が 点灯 し て いる 間 、 ハ ンズ フリ ー で 3 者 同時 通話 が で きま す 。 


[PTT] キー を 押す タイ ミン グ が 重なり 通話 に 失敗 し た と き は 、[PTT] キ ー を 押し て 赤 ラ ンプ を 消し 、2 秒 
以上 待っ て か ら 再 度 1 人 目 か ら 操 作 し て くだ さい 。 


④4 者 同時 通話 モー ド 

コン トロ ー ラ ー を 使わ ず 4 人 が 同時 通話 で きま す 。 

重要 : 

・ 必 ず オ プシ ョ ン の ヘッ ド セ ッ ト か イヤ ホン マイ ク を ご 使用 くだ さい 。 スピ ー カ ー マ イ ク は ハウ リン グ が 起 
こる た め ご 使用 に な れ ま せん 。 

・ ユ ー ザ ー の 位置 関係 な ど で 通 話 に 制限 が か か る こと が あり ます 。 必ず 使用 を 始め る まえ に 本 書 の 最後 の ペ 
ー ジ の 4 者 間 通 話 補足 説明 を ご 参照 くだ さい 。 

・ 必 ず ユ ー ザ ー は 4 人 必要 で す 。4 者 通話 設定 の まま 2 人 、3 人 で 通話 する こと は で きま せん 。 


A グ ルー プ で 4 者 同時 通話 し た 際 の 概要 図 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ 、 個 体 番号 を 合わ せる 

・[FUNC] キ ー を 押し な が ら [V] か [へ ] キー を 押し て 、AH の うち か ら 1 つ 選 ん で 全員 同じ に 合わ せま す 。 
・4 者 同時 通話 で は 、 あ ら か じ め 「1」「2」「3」「4」 の 個体 番号 を 設定 し ます 。[SET] キ ー を 押し な が ら [Y] 
か [へ] キー を 押す と アル ファ ベッ ト の 後ろ の 個体 番号 が 変わ り ま す 。 概 念 図 の よう に 1 台 ず つ に 違う 番号 
を 振り ます 。 


音量 を 調整 する 別売 マイ ク を 接続 し て か ら 調 整 し ます 。 
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[V] ま た は [A] キ ー を 押す と 音量 を 0 ~ 30 まで の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
キー を 押す ご と に プ ! と ビー プ 音 が 鳴り 、 数 字 が 大 きく な る ほど 音 も 大 きく な り ま す が 、 実際 の 音量 は 
ビー プ ブ 音 より は る か に 大 きく な り ま す 。 


二 旦 ミ 


この 音量 設定 は 中 継 器 キ モー ド と は 別 で す 。 こ こ で の 調整 は 中 継 器 モ ー ド 時 の 音量 に 反映 され ませ ん 。 


通話 する 

初期 設定 で は PTT を 押す と ハン ズ フ リー、 も う 一 度 押 す と スタ ン バ イ に 戻る PTT ホー ルド が 機能 し ます 。 

・ 順番 に 関係 な く 全 員 が 自分 の [PTT] キ ー を 押し て 指 を 離し ます 。 但 し 必ず 一 人 が 押し 終わ っ た ら 次 の 人 、 
の よう に 少し タイ ミン グ を ずら せ て 操作 し て くだ さい 。 同じ タイ ミン グ だ と 正しく マッ チン グ で き な い こ 
と が あり ます 。 全 員 に 「 送 受 」 と 赤 ラ ンプ が 点灯 し て いる 間 、 ハ ンズ フリ ー で 4 者 同時 通話 が で きま す 。 


[PTT] キー を 押す タイ ミン グ が 重なり 通話 に 失敗 し た と き は 、[PTT] キ ー を 押し て 赤 ラ ンプ を 消し 、2 秒 
以上 待っ て か ら 再 度 1 人 目 か ら 操 作 し て くだ さい 。 


注意 : 
・4 者 の 位置 関係 は お 互い に 10m 以上 の 間隔 で 離れ て 、 前 ペー ジ の よう に な る べく 円 状 に な る の が ベス ト 
で す 。 線 上 に 並ん だ 場合 や A1<A4 の 並び 順 が 入れ 替わっ た 場合 は 正常 に 通話 で き な く な り ま す 。 


・1 台 間 隔 で 、 聞 こえ る 声 が 少し 小さ く な り ま す が 異 常 で は あり ませ ん 。 改善 方 法 は あり ませ ん 。 
( 例 :A1 と A3 間 、A2 と A4 間 の 声 は 、 他 より 小さ く 聞 こえ ます 。) 


・ 通話 中 、 誰 か が 一 人 で も 通話 グル ー プ を 抜け る 、 通 話 エ リア か ら 抜 ける と 別 の 人 の 通話 も 途切れ ます 。 
途切れ る と 困る と き は 無線 機 を 送信 状態 の まま に し て お きま す 。 


・5 名 以上 の グル ー プ で 使用 者 が 入れ 替わる 場合 で も 通話 時 は 概要 図 の 位置 関係 に な る よう お 使い 
くだ さい 。 ま た 、 受 信 す る だ け の 場合 は 人 数 に 制限 は 設け て いま せん が 、 特 定 の 位置 で 受信 する 際 は 
ー 番 近い 通話 中 の 個体 番号 と 同じ 設定 に し て くだ さい 。 離れ た 位置 の 個体 番号 に 合わ せる と 正常 に 受信 
で き な い 場合 が あり ます 。 


⑤ 半 複 信 中 継子 機 と 対応 中 継 器 の リモ コン モー ド 
半 複 信 方 式 の 中 継 器 (DJ-P113R の 出荷 状態 設定 ) に アク セス する 子 機 の 通話 モー ド で す 。 中 継 器 を 介する 
こと で 、 直 接 で は 電波 が 届か な い 相 手 と 通話 する こと が で きま す 。 チ ャ ン ネ ル や グル ー プ トー ク 番 号 が 同 
じ で あれ ば 、 他 の 特定 小 電 カ トラ ン シ ー バ ー と も 中 継 通話 で きま す が 、 他 メー カー 製 や 新旧 の 機種 と 混用 す 
る と 相性 問題 で 通話 で だ できない こと が あり ます 。 ま た この モー ド で プロ グラ ム し た 内 容 を 、 対応 する 弊社 製 中 
継 器 に 転送 し て 無線 で 設定 変更 が で きる リモ コン と し て も 使え ます 。 


に 4 ニー 


チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 を 合わ せる 

チャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ トー ク 番 号 は 、 中継 器 と 同じ に な る よう に 合わ せま す 。 ア ルイ ンコ の 中 継 器 を 基 
本 設定 で 使用 中 は 、5 の 後 の A は 変更 し な いで くだ さい 。 特殊 な 設定 や 他社 製 中 継 器 な どの 場合 、 必 要 に 応 
じ て セ ッ ト モ ー ド で B に 変更 で きま す 。 

・[SET] キ ー を 押し な が ら [V] ま た は [へ ] キ ー を 押す と チャ ン ネ ル が 変わ り ま す 。 

・ 混 信 さ せな いよ う 、 中 継 器 に は グル ー プ トー ク 機 能 が 設定 され て いる こと が ほとん ど で す 。 [SET] キー を 
1 回 押す と ディ スプ レイ 右側 に グル ー プ 番号 が 表示 され グル ー プ トー ク が 動作 し ます 。 表 示 中 に [FUNC] キ 
ー を 押し な が ら [V] また は [へ ] キー を 押し て グル ー プ 番号 を 選び ます 。 他社 機 や 、 ア ルイ ンコ 製 で も 生産 
を 終了 し て いる よう な 古い トラ ン シ ー バ ー が 混在 する と き 、 グ ルー プ ト ー ク に 使わ れる 信号 の 読み 取り 精 
度 の 違い か らく る 相性 問題 で 通話 で き な い こと が あり ます 。 グ ルー プ 番 号 を 02~37 番 の 間 で 変え て 、 全 
体 が 使え る 番号 を 探す と 解決 する こと が あり ます 。01 番 は 多用 され て いる の で 別 の 番号 を お 勧め し ます 。 
・ も う 一 度 [SET] キ ー を 押す と 機能 が オフ に な り 、 番 号 は 消え ます 。 


音量 を 調整 する 
[V] ま た は [へ ] キー を 押す と 音量 を 0 て 30 まで の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
キー を 押す ご と に プ ! と ビー プ 音 が 鳴り 、 数 字 が 大 きく な る ほど 音 も 大 きく な り ま す が 、 実際 の 音量 は 
ビー プ 音 より は る か に 大 きく な り ま す 。 
[V] と [へ ] キ ー を 同時 に 押す と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ え 、 実際 の 音量 が 確認 で きま す 。 大き な ボ 
リュ ー ム レベ ル で の 確認 時 は 耳 を 傷め な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 
この 音量 設定 は 中 継 器 モ キー ド と は 別 で す 。 こ こ で の 調整 は 中 継 器 モ ー ド 時 の 音量 に 反映 され ませ ん 。 


送信 / 受 信 す る 
信号 を 受信 する と 「 受 」 と ラン プ が 緑 に 点灯 し て スピ ー カ ー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 
[PTT] キ ー を 押し た まま 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 話し 終わ っ た ら 指 を 離し ます 。 送信 中 は ディ スプ 
レイ に 「 送 」、 ラ ンプ が 赤 に 点灯 し ます 。 セ ッ ト モ ー ド で PTT ホー ルド 機能 を オン に すれ ば 指 を 離し て も 
送信 状態 を 保持 する ハン ズ フ リー 通話 が で きま す 。 


コー ルト ー ン 機能 
送信 中 に [SET] キ ー、[FUNC] キ ー の いずれ か 、 ま た は 両方 を 押す と 音色 の 異な る 呼び 出し 音 が 鳴り 、 
相手 に 注意 喚起 する こと が で きま す 。 


対応 中 継 器 の リモ コン 変更 操作 

対応 する 中 継 器 の チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 そ の 他 の 設定 を 無線 で 中 継 器 に 送り 、 設 定 変更 で きま す 。 

・ チ ャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 、「 自 動 接 続 手順 」、「 ハ ング アッ プ タ イ マー」、「 ア ラー ム 」 を リモ コン 設定 で 
きま す 。 別紙 「 セ ッ ト モ ー ド 詳細 説明 書 」 を ご 参照 の うえ 、 転 送 し た い 内 容 を 本 機 に プロ グラ ム し ます 。 

・[V] と [へ ] キー を 同時 に 3 秒 以上 押し 続け る と ディ スプ レイ に 「Snd rmo-ST」 が 表示 され 、 デ ー タ 転送 を 
始め ます 。 

・ 対 応 中 継 器 の 説明 書 を 参照 し て 、 中 継 器 を リモ コン 受信 で きる 状態 に し ます 。 半 複 信 中 継 器 ま た は 連結 中 
継 器 モ ー ド に し た DJ-P113R の 場合 は AC アダ プター を 抜き 挿し し ます 。 起 動 時 10 秒間 リモ コン 受信 状態 
に な り 「rEmCon」 が 表示 され デー タ を 受信 し 始め ます 。 

・ 転 送 が 終わ る と ディ スプ レイ に 「 〇 OO 〇 OO 〇 OOO」 が 表示 され 、 中 継子 機 に 戻り ます 。 中継 器 は リモ コン 
か ら の デー タ 転 送 を 受信 する と 10 秒 以 内 に 完了 し ます 。 

・ 途 中 で 止め る 場合 は [PTT] キ ー を 押し ます 。 転送 を キャ ン セ ル し て 中 継子 機 に 戻り ます 。 中継 器 側 に は 一 
切 の 変更 は 反映 され ませ ん 。 


⑥ 連 結 中 継子 機 

無線 連結 対応 中 継 器 を 4 台 ま で 使っ て 通話 エリ ア を 拡大 する 「 連 結 中 継 モ ー ド 」 の 子 機 モ ー ド で す 。 弊社 製 
対応 中 継 器 専用 で す 。( 本 書 作 成 時 は DJ-P113R と DJ-U3R で す 。 有 線 連結 の DJ-P11R は 対応 し ませ ん ) 
自動 で 最寄り の 中 継 器 に アク セス する た め 、 中 継 器 に 合わ せ て チャ ン ネ ル を 変え る 必要 が あり ませ ん 。 


| 2 | 2 > 


| | | | 


[FUNC] キ ー を 押し な が ら [V] ま た は [へ ] キ ー を 押し て 、 本 機 を 中 継 器 と 同じ A て CH の チャ ン ネ ル グ ル ー プ 
に 合わ せま す 。 


音量 を 調整 する 
[V] ま た は [A] キ ー を 押す と 音量 を 0 ~ 30 まで の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
キー を 押す ご と に プ ! と ビー プ 音 が 鳴り 、 数 字 が 大 きく な る ほど 音 も 大 きく な り ま す が 、 実際 の 音量 は 
ビー プ ブ 音 より は る か に 大 きく な り ま す 。 


この 音量 設定 は 中 継 器 モ キー ド と は 別 で す 。 こ こ で の 調整 は 中 継 器 モ ー ド 時 の 音量 に 反映 され ませ ん 。 


送信 / 受 信 す る 。 
信号 を 受信 する と ディ スプ レイ の 較 が 点灯 し スピ ー カ ー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 送信 する に は 
[PTII キ ー を 押し た まま に し ます 。 ア タク セス で きる よう に な る まで まで 「 ピ ピピ ・・・」 と いう アク セス 
音 が 鳴り ます 。 アク セス 音 が 鳴り 終わ っ て か ら PTT キー は 押し た まま で マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 送信 
中 は ディ スプ レイ に 賠 が 点灯 し ます 。 話 し 終わ っ た ら PTT キー を 離し ます 。 


コー ルト ー ン 機能 
送信 中 に [SET] キ ー、[FUNC] キ ー の いずれ か 、 ま た は 両方 を 押す と 音色 の 異な る 呼び 出し 音 が 鳴り 、 相 手 
に 注意 喚起 する こと が で きま す 。 


中 継 器 番号 を 設定 する 

※ 中 継 器 を 自動 切換 し な い 場 合 、 ま た は 中 継 器 を リモ コン 設定 する と きだ け 操 作 し ます 
この モー ド で は 、 中 継 器 か ら 定 期 的 に 送信 され る 制御 信号 を 子 機 が 受信 し て 、 自 動 的 に 最適 と 判断 し た 中 
継 器 を 介し て 通話 し ます 。 こ の 動作 が ある た め 、 ア クセ ス ま で の 余計 な 時 間 や 誤 判 断 に よる 通話 品質 の 低 
下 が 起こ る こと が あり ます 。 本 機 は 基地 局 型 で すか ら 中 継 器 間 を 移動 し な が ら 使う こと は 少な いと 思わ れ 
ます 。 も し 最寄り の 中 継 器 が 分 か っ て いて 、 そ こ に だ け ア クセ ス で きれ ば 良い と き は 、 以 下 の 操 作 で その 
中 継 器 の 番号 を 登録 し て お く と 、 余 計 な 動作 を 省 い て 安定 し た 通話 が で きま す 。 
・[SET] キ ー を 1 回 押す と 、 ディスプレイ の 「LnK」 と チャ ン ネ ル グ ル ー プ の 間 の 点 減 し て いる 「. (ドット )」 
が 点灯 に 変わ り ま す 。 [SET] キ ー を 押し な が ら [V] ま た は [へ ] キー を 押し て 中 継 器 の 番号 1 こ 4 を 選び ま 
す 。 自 動 切換 え に 戻 す と き は 同じ 操作 を し て 、 ド ッ ト を 点 減 さ せま す 。 


中 継 器 の 設定 を リモ コン で 変更 する 
前 項 の 操作 で 「. (ドッ ト ) 」 を 点灯 状態 に し ます 。 リ モコ ン 設 定 す る 中 継 器 の チャ ン ネ ル グ ル ー プ と 番号 
を 設定 し ます 。 例 えば 中 継 器 台 数 が 2 台 な ら A1,A2、3 台 な ら B1, B2, B3, 4 台 で あれ ば C1, C2, C3、C4 の よ 
う 呈 し 事 す 。 
・FUNC キー を 押し た まま へ / マ キー を 操作 し て チャ ン ネ ル グ ル ー プ AH を 選び ます 。 
・SET キー を 押し て 中 継 器 番号 を 選び ます 。 
・ 別 紙 「 セ ッ ト モ ー ド 詳細 説明 書 」 を 参照 し て 、 そ の 他 の 機能 も 必要 に 応じ て プロ グラ ム し ます 。 
「 連 結 中 継 ア クセ ス 速 度 設 定 」「 中 継 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 設 定 」 が 設定 で きま す 。 


以下 、 設定 する 中 継 器 と 一 緒 に 操作 する の で 、 ま ず 先 に 説明 を 読ん で くだ さい 。 
リモ コン 側 は [V] と [へ ] キ ー を 同時 に 3 秒 以 上 押し 続け る と 、 デ ィ ス プレ イ に 「Snd LnK-St」 が 表示 
され て プロ グラ ム し た デー タ の 転送 が 始ま り ま す 。 
・ 対応 の 連結 中 継 器 の 説明 書 を 読ん で 、 リ モコ ン 受 信 で きる 状態 に し ます 。DJ-P113R の 場合 は 半 複 信 中 
継 器 モ ー ド (r 1) また は 連結 中 継 器 モ ー ド (r2) に し て AC アダ プター を 抜き 差し し ます 。 
[rEmCon] が 表示 され て いる 間 の 10 秒間 に 上 記 の 操作 を し ます 。 
・ 設定 が 完了 する と ディ スプ レイ に 「 〇 〇 OO 〇 OOO」 が 表示 され 、 リ モコ ン 側 は 連結 中 継子 機 に 戻り ま 
す 。 転 送 中 に 操作 を キャ ン セ ル す る と き は [PTT] キ ー を 押し ます 。 


注 ) ・ 連 結 中 継 時 、 子 機 は 最適 な 中 継 器 を 探し て 常に スキ ャ ン す る の で 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ 機 能 が 働き ませ 
ん 。 こ の た め 別 売 の バッ テリ ー パ ッ ク を お 使い の と き 、 他 の モー ド よ り 電 池 の 減 り が 早く な り ま す 。 


・ 連 結 中 継 モ ー ド は 、 一 般 的 な 中 継 対応 トラ ン シ ー バ ー で は 設定 も 通話 も で きま せん 。 こ の 機能 に 対応 
する 専用 の トラ ン シ ー バ ー が 必要 で す 。 


・ 設置 に 関す る 説明 と 注意 点 は 、 中 継 器 の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 正 し く 設 置 し な いと 誤動作 
し ます 。 


0 
交互 中 継 通話 モー ド で メイ ン / サブ の 2 つの チャ ン ネ ル を 交互 に 受信 、 そ の どちら と も 通話 で きる モ 
生き サ 1 
参考 : 全員 に 設定 する と 、 だ れ が どちら の CH を スキ ャ ン 中 か わか ら ず 、 通 話し に くく な り ま す 。 こ の 機 
能 は 例え ば 2 つの 通話 グル ー プ を 管理 する 責任 者 だ け に 設定 し て 、 そ の 人 が 必要 に 応じ て 通話 し た い グ ルー 
プ を 選ん で 呼び 出す よう な と き の も の で す 。 自由 に 2CH を 使え る よう に する も の で は あり ませ ん 。 


メイ ン CH: 
[PTT] キー1 回 押し 


1] 秒 ご と に 
受信 CH 切替 


[PTT] キ ー2 回 押し 


【 股 定 前 の ご 注意 】 

・ メ モリ ー 登 録 す る 際 は 、 セ ッ ト モ ー ド の 「SET キー 割り 当て 設定 」 項 目 を 「ACH」、「bCH」 に し ます 。 
詳し い 操 作 方 法 や 内 容 は 「DJ-P113R セッ トモ ー ド 詳細 説明 書 」 を ご 参照 くだ さい 。 
・ こ の モー ド を 使用 中 、 ス キャ ン 機 能 は 動作 し な く な り ま す 。 ま た 、 登 録 後に 緊急 通報 を ON に 設定 す 
る と チャ ン ネ ル の 状態 に か か わら ず 常 に メイ ン 側 で 発 報 する よう に な り ま す 。 

・ メ イン サブ チャ ン ネ ル が 正しく 設定 され て いな いと 「- ---ーー 」 が 表示 され 、 メ イン と サブ が 同 
じ チ ャ ン ネ ル だ と エラ ー の 「E」 表 示 が 点 減 し て デュ アル オペ レー ショ ン は 動作 し ませ ん 。 必ず 別 の チ 
ャ ン ネ ル に 設定 し て くだ さい 。 


メイ ン 側 / へ の チャ ン ネ ル を 登録 する 
・ 通話 モー ド を 交互 通話 (モー ド 1) また は 半 複 信 中 継子 機 ( モ ー ド 5) に し て 、FUNC キー を 押し た まま SET 
キー を 何 度 か 押し 、ACH SEt-bt 表示 に し ます 。( セ ッ ト モ ー ド 項目 、SET キー 割り 当て ) 初期 状態 は ACH 
で す が 、 bCH や EG な ど が 表示 され た ら へ ヘマ キー で ACH に し ます 。PTT キー を 押し て 確定 し ます 。 


・ メ イン に し た い チ ャ ン ネ ル と グル ー プ トー ク 番 号 を 設定 し ます 。 
・ [SET] キー を 3 秒 以上 押し 続け る と ディ スプ レイ に 「ACH writE」 が 表示 され ます 。 


サブ 側 /B の チャ ン ネ ル を 登録 する 
・ 同 じ 操 作 を 繰り 返し て 、 セ ッ ト モ ー ド の ACH SEt-bt を へ マキ ー で 「bCH」 に 変更 し ます 。 
・ サ ブチ ャ ン ネ ル の 番号 と グル ー プ トー ク 番 号 を 設定 し て か ら [SET] キー を 3 秒 以 上 押し て 、「bCH writE」 
を 表示 させ ます 。 


登録 後 、 通 話 モ ー ド を デュ アル オペ レー ショ ン (モー ド 7) に し ます 。 1 秒間 隔 で 登録 し た メイ ン と サブ 
チャ ン ネ ル の スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 


量 を 調整 する 

・ 。[」 ま た は 1A1 キ ー を 押す と 音量 を 0 … 30 まで の 31 段階 で 調整 で きま す 。 
キー を 押す ご と に プ ! と ビー プ 音 が 鳴り 、 数 字 が 大 きく な る ほど 音 も 大 きく な り ま す が 、 実際 の 音量 は 
ビー プ 音 より は る か に 大 きく な り ま す 。 
[V] と [へ ] キー を 同時 に 押す と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ え 、 実際 の 音量 が 確認 で きま す 。 大き な ボ 
リュ ー ム レベ ル で の 確認 時 は 耳 を 傷め な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 
この 音量 設定 は 中 継 器 モ キー ド と は 別 で す 。 こ こ で の 調整 は 中 継 器 モ ー ド 時 の 音量 に 反映 され ませ ん 。 


通話 する 
信号 を 受信 する と その チャ ン ネ ル で スキ ャ ン が 止ま り ます 。 
ディ スプ レイ の 固 が 点灯 し スピ ー カ ー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 相 手 の 送信 が 終わ っ て 5 秒 以 内 に 別 
の 信号 を 受信 し な いと スキ ャ ン を 再開 し ます 。 こ の 待機 時 間 は セッ トモ ー ド で 変更 で きま す 。 
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・ メイ ン 側 チャ ン ネ ル で 送信 する と き は 、 通 常 ど お り [PTT] キ ー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
サブ 側 チ ャ ン ネ ル で 送信 する と き は [PTT] キー を 短い 間隔 で 2 度 押し て 、2 度目 で [PTT] キ ー を 押し な が ら 
マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 送 信 中 は ディ スプ レイ に 剛 が 点灯 し ます 。 

いずれ も PTT キー を 離す と 受信 に 戻り 、 設 定時 間 (初期 値 約 5 秒 ) が 過ぎ る と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 


⑧ 最 適 チ ャ ン ネ ル サ ー チ 

混信 な ど を 避け る た め 、 せ っ か く 設 定 し た トラ ン シ ー バ ー の チャ ン ネ ル を た び た び 変え る の は 面倒 で す 。 
この 機能 は 全て の 特 小 無線 チャ ン ネ ル を 長 時 間 自動 で スキ ャ ン (サー チ ) し て 、 そ の CH の 使用 頻度 を 表示 する 
も の で す 。 前 も っ て どの CH が 一 番 空い て いる か 調べ て お け ば 、 特 に 中 継 シ ステ ム の よう に 設定 項目 と 台数 が 多 
い 環 境 で 、 余 計 な 設定 変更 の 手間 が 省け ます 。 


上 い 旧 の 


サー チ す る 
通話 モー ド を 最適 チャ ン ネ ル サ ー チ (モー ド 8) に 切り 替え る か 、 モ ー ド 8 で AC アダ プター を 挿し て 起 
動 す る と 自動 的 に チャ ン ネ ル が 0.5 秒 ご と に 切り 替わり 、 サー チ を 始め ます 。 全 47CH を 40 秒 弱 で 一 周 し 
ます 。 


使用 頻度 を 確認 する 
・[PTT] キー を 3 秒 以 上 押し 続け る と サー チ を 停止 し ます 。 サ ー チ 停止 中 に [SET] キ ー を 押し な が ら [ マ Y] 
また は [へ ] キ ー を 押す と チャ ン ネ ル が 変わ り 、CH 番号 の 右 に サー チ 中 に 信号 を 受信 し た 回 数 を 表示 し ま 
す 。 回 数 表示 が 少な い 三 混信 が 少な い チ ャ ン ネ ル で す 。 最大 の カウ ント 表示 数 は 250 で 、 そ れ 以 上 は 増え 
ませ ん 。 0 に 戻っ て 再 カ ウン ト す る こと は あり ませ ん 。 
・PTT を 3 秒 長押 し する と サー チ を 再開 で きま す が 、 前 回 の 結果 は 初期 化 さ れ ま す 。 記録 は 残ら な い の で 
メモ を 取る な ど し て くだ さい 。 


【 参 考 】 
使用 場所 の 営業 日 と 営業 時 間に合わ せ て 、 な る べく 多く の 回 数 、 な る べく 長い 時 間 を か け て サー チ し ます 。 


・ 通 話す る 人 が 一 番 多く 居る エリ ア 、 通 話し た い エ リア の 中 央 、 中 継 器 を 設置 する 場所 な ど 、 一 番 無線 シス テ 
ム を 実用 する 場所 に 本 機 を 置い て サー チ す る の が 基本 で す 。 特 小 無線 は 微弱 電波 な の で 少し 場所 が 変わ る だ 
け で 混信 状態 が 変わ る た めで す 。 


・ 通 話 エ リア 内 に 、 離 れ た 複数 の 多用 場所 (厨房 と ホー ル 、 レ ジ と バッ ク ヤ ー ド …) が ある と き は 全部 の 
場所 を サー チ し て くだ さい 。 片側 の エリ ア だ けが 混信 を 多く 受け る こと が な いか 、 確 か め る た めで す 。 


・ 周 囲 に 特定 トラ ン シ ー バ ー を 使い そう な 場所 (スー パー や 量販 チェ ー ン な ど 中 規模 店 舗 、 飲 食 店 、 ク リ ニ ッ 
ク 、 へ アサ ロン 、 ケ ー タ イシ ョ ッ プ 、 工 事 現場 …) が あれ ば 、 そ れ ら の 営業 時 間 、 作 業 時 間に合わ せ て サー 
チ し ます 。 時間 帯 を 分 け て 複数 回 サー チ す れ ば さら に 効果 的 で す 。 


6 ST モリ ーー 番 見 通し の 良い 場所 に 置く と 、 遠 く か ら の 電波 を 拾い や すく な り ま す 。 実用 エリ ア 
内 の サー チ で は カウ ント 数 が 低く て も 、 目安 と し て 「 こ こ は 使 っ て いる 可能 性 が 高い な …」 と 判断 で きる の 
で 、 他 に も 空い た CH が あれ ば そちら を 選ぶ 方 が 混信 を 受け る 可能 性 が 低く な り ま す 。 

・ 本 機能 は よ あ くま で 目安 と し て お 使い いた だ くも の で す 。 た また ま サ ー チ し た 日 は 近所 の ユー ザー の 定休 日 だ 
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っ た 、 そ の 日 だ け 近 く で 工事 が あっ た 、 と いう よう な こと は 良く ある た め 、 サ ー チ に よる 空き チャ ン ネ ル 判 
定 の 精度 は 保証 で きま せん 。 


・ 使 用 頻度 が 高い と 判定 され た チャ ン ネ ル の 上 下 の チ ャ ン ネ ル は 、 使 用 頻度 が 「0」 で も 実用 を 始め る と 混信 
し や すい 可能 性 が あり ます 。 
( 例 : LO5 に 使用 頻度 が 高い 数 値 が 出 た ら 、L04、L06 の 頻 度 が 低く て も 避け る 。) 


・ チ ャ ン ネ ル 「LO1」「b01」「L10」「b12」 は メー カー を 問わ ず 初 期 値 の チャ ン ネ ル に 設定 され が ち で す 。 
この た め 、 こ の まま 使う ユー ザー が 非常 に 多い こと か ら 、 こ れ ら の チャ ン ネ ル は サー チ の 結果 に か か わら ず 
避け て お く こ と を お すす めし ます 。 


・ 最適 チャ ン ネ ル サ ー チ 中 は バッ テリ ー セ ー ブ が 動作 し ませ ん 。 オ プシ ョ ン の バッ テリ ー パ ッ ク ご 使用 の 際 は 
バッ テリ ー の 消耗 に ご 注意 くだ さい 。 


人 @ そ の 他 機 能 に つい て 


① 上 緊急 通 報 

本 機 を 簡易 的 な 緊急 通報 機器 と し て 使用 する 機能 で す 。 ト ラン シー バー と し て 使用 中 、 ア ラー ム 音 を 鳴ら し て 
相手 に 緊急 を 通報 し ます 。 通話 モ ー ド の 交互 通話 (モー ド 1) 、 半 複 信 中 継子 機 (モー ド 5) 、 デ ュ ア ルオ ペレ ー 
ショ ン ( モ ー ド 7) で お 使い に な れ ま す 。 デ ュ ア ルオ ペレ ーション で は 常に メイ ン 側 の チャ ン ネ ル に 発 報 し ます 。 


緊急 通報 を 有効 に する 
FUNC キー を 押し た まま SET キー を 何 度 か 押し 、SEt-bt 項目 に し ます 。( セ ッ ト モ ー ド 項目 、SET キー 割り 
当て ) 初期 状態 の 表示 は ACH SET-bt で す 。 ム ヘマ キー を 何 度 か 押し て EG に し て 、PTT キー を 押し て 確定 し 
ます 。 詳 細 内 容 は 別紙 「DJ-P113R セッ トモ ー ド 詳細 説明 書 」 を ご 参照 くだ さい 。 


緊急 通報 を 発 報 する 
・[SET] キー を 3 秒 以 上 押し 続け る と 「EmG-on」 が 表示 され ピロ ピロ … と 緊急 アラ ー ム 音 を 10 秒間 送信 し 
ます 。 信号 を 受信 し た 相手 機 も この アラ ー ム 音 が 鳴り ます 。 
・ 拡張 セッ トモ ー ド の 「 緊 急 通報 鳴動 時 間 」 を 変更 する こと で アラ ー ム 音 の 時 間 を 10<60 秒 に 変更 する 
こと が で きま す 。 ま た 、 セ ッ ト モ ー ド の 「 サ ウン ド 」 設 定 を 「Gdc」「ALL」 に し て 操作 音 を ガイ ダン ス 
音声 に し た 場合 は 緊急 通報 音 が 「 異 常 が 発生 に し まし た 」 と いう ガイ ダン ス 音 声 に な り ま す 。 
・ 途 中 で アラ ー ム 音 を 止め る と き は [PTT] キー を 押し ます 。 


② チ ャ ン ネ ルス キャ ン 
自動 的 に 受信 チャ ン ネ ル を 切り 替え て 信号 を 探す 機能 で す 。 信 号 を 見 つけ る と スキ ャ ン が 止ま り 、 信 号 が 
な く な る と 再開 し ます 。 本 機能 は 通話 モー ド の 交互 通話 (モー ド 1) 、 半 複 信 中 継子 機 ( モ ー ド 5) で お 使い に 
な れ ま す 。 (それぞれ の モー ド で 使え る チャ ン ネ ル 範 囲 だ け を スキ ャ ン し ます 。) 
チャ ン ネ ル が 空い て いる エリ ア で は 別 の 特 小 ユー ザー が 近く に いる か どう か 、 混み 合っ て いる エリ ア で は 空 
いた チャ ン ネ ル を 素早 く 探 す の に お 使い くだ さい 。 


チャ ン ネ ルス キャ ン を 有効 に する 

FUNC キー を 押し た まま SET キー を 何 度 か 押し 、SEt-bt 項目 に し ます 。( セ ッ ト モ ー ド 項目 、SET キー 割り 当 
て ) 初期 状態 の 表示 は ACH SET-bt で す 。 へ マキ ー を 何 度 か 押し て 「Scn」 に し て 、PTT キー を 押し て 確定 し 
ます 。 詳 細 は 別紙 「DJ-P113R セッ トモ ー ド 詳細 説明 書 」 を ご 参照 くだ さい 。 


チャ ン ネ ルス キャ ン を 開始 / 停 止 する 
[SET] キ ー を 3 秒 以 上 押し 続け る と スキ ャ ン が 始ま り チ ャ ン ネ ル が 自動 的 に 切り 替わり ます 。 信号 を 見 つ 
ける と スキ ャ ン は 停止 し て 受信 を 始め 、 信 号 が な く な る と 自動 的 に スキ ャ ン を 再開 し ます 。 ス キャ ン を 停 
止 す る と き は [PTT] キー を 押し ます 。( 注 : 受信 時 間 を 設定 する 「 タ イム スキ ャ ン 」 は 採用 し て いま せん 。) 


注 )・ ス キャ ン 中 は バッ テリ ー セ ー ブ が 動作 し ませ ん 。 オ プシ ョ ン の バッ テリ ー パ ッ ク で 運用 時 に 多用 する 
と 電池 の 減り が 早く な り ま す 。 
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③ エ アク ロー ン 
設定 済み の DJ-P113R (以下 、 親 機 ) か ら 他 の DJ-P113R (以下 、 子 機 ) に 、 無線 で 親 機 の 設定 内 容 を 送っ て 、 
任意 の 台数 の 子 機 を 一 度 に 同じ 設定 に (クロ ー ン ) する こと が で きま す 。 複数 の DJ-P113R を 使い 始め る と 
き や 、 混 信 な ど で 設 定 を 変更 する と き に と て も 便利 で す 。 
また 、 誤 操作 で 設定 が 変わ り 通話 で き な く な っ た 個体 は 、 正 し く 動 いて いる 個体 を 親 機 に し て エア クロ ー 
ン し て くだ さい 。 手動 で 操作 する 手間 が 省け 、 一 番 簡単 で 正確 に 復元 で きま す 。 


設定 が 完了 し た 親 機 設定 が 完了 し て いな い 任 意 の 台数 の 子 機 


人 


0 


多数 の 無線 機 も 
一 度 で クロ ー ン ! 


1. 親 機 を 準備 する 
エア クロ ー ン 用 の 親 機 を 1 台 、 説 明 書 に 従っ て 手動 で 実用 状態 に 設定 し ます 。 


2. 通信 環境 を 確認 する 
親 機 も 子 機 も な る べく 近く に 集め て 強い 電波 で エア クロ ー ン で きる よう に し ます 。 
以下 の よう な 場所 で は 設定 内 容 が 正しく クロ ー ン され な い 和 恐れ が ある の で 避け て くだ さい 。 
・ 近 く で 誰か が 通話 し て いる ・ 高 所 、 窓 際 や 開い た 窓 が ある 等 、 通 信 に は 良い 環境 (混信 を 拾い や すい ) 
・ ト ラン シー バー で 雑音 が し ば し ば 聞こ える 、 等 


3. エ アク ロー ン モ ー ド に する 

この 操作 を 親 機 と すべ て の 子 機 に 行い ます 。 台 数 が 多い と き は 分 け て 操作 し て くだ さい 。 

・AC アダ プター を 抜き 、 電 源 を 切り ます 。 

・[SET] キ ー と [PTT] キ ー を 押し た まま AC アダ プター を 接続 し て 電源 を 入れ 、 そ の まま 離さ ず に 約 7 秒間 押 
し 続け ます 。 デ ィ ス プレ イ に 「rdy AirCLn」 表 示 が 点 減 し 、「 ピ ピピ ピピ 」 と いう 音 が 鳴り ます 。 


4. 設定 情報 を 送信 する 
・ 親 機 の [PTT] キ ー を 3 秒間 押し 続け る と 「 ピ ピ 」 と いう 音 が 鳴り 、「run AirCLn」 の 表示 が 点 減 し ます 。 
点滅 が 始ま っ た ら [PTT] キー を 離し ます 。 
・ ク ロー ン が 始ま り 、 子 機 が 親 機 か ら の 設定 情報 を 受信 する と 「 ピ ピ 」 と いう 音 が 鳴り 、「AirCLn」 と 進 
捗 状況 を 知ら せる 「00」 の 表示 が 点灯 し ます 。 デ ー タ 転送 が 進む に つれ 数 字 が 増え 、「08」 を 表示 する と 
完了 で 、 デ ィ ス プレ イ に 「ooo AirCLn」 が 表示 され 、「 プ ルル 」 音 を 鳴ら し て か ら 自 動 で 再起 動 し ます 。 


5. 子 機 を チェ ッ ク す る 

再起 動 後 、 子 機 は 親 機 と 同じ チャ ン ネ ル に な り 、 簡 易 キ ー ロ ッ ク が か か り ま す 。 親 機 と 通話 する か 、 簡 易 
キー ロッ ク を 解除 し て 、 設 定 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 確認 が 終わ っ た ら 電 源 を 切る か 、 実 用 し て くだ さ 
い 。 


以上 
アル イン コ (株 ) 電子 事業 部 
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3 者 同時 の 通話 エリ ア と 制限 に つい て 


E 庄 》 必ず 初め に お 読み くだ さい 。 
・ こ の モー ド は ユー ザー が 3 人 必要 で す 。2 名 で 通話 する と き は 2 者 間 同 時 通話 モー ド を お 使い くだ 
さい 。 (2 名 で 通話 で きる と きも あり ます が 、 条 件 や 制限 が ある た め 動 作 保証 し て いま せん 。) 
・ 通話 中 、 親 機 が 通話 グル ー プ を 抜け る と 子 機 ①・ 子 機 ② の 通話 も 途切れ ます 。 途 切れ る と 困る と き 
は 親 機 (最初 に 送信 ボタ ン を 押し た 人 ) を 送信 状態 の まま に し て くだ さい 。 
・4 名 以上 の グル ー プ で 使用 者 が 入れ 替わる 場合 と 、 受 信 だ け す る ユー ザー に つい て も 制限 が あり 
ます 。 詳しく は 後述 し ます 。 


3 者 同時 通話 の 通信 範囲 【 重 要 : 使 用 者 全員 で お 読み くだ さい 。 間違っ て 使う と 通話 が で き な く な り ま す 。 】 
初期 状態 の 3 者 同時 連続 通話 で は 、 屋 外 の 障害 物 が 無い 場所 で 親 機 - 子 機 問 で 最長 300m 程 度 が 通信 範囲 と な 
り ま す 。 位置 関係 が 変わ る と 極端 に 通信 範囲 が 狭く な っ た り 、 通信 で き な く な っ た り し ます が 故障 で は あり ませ ん 。 
正常 に 通話 で きる 位置 関係 に な る と 元 に 戻り ます 。 セッ トモ ー ド で ハイ パワ ー 設 定 に する と 3 分 に 1 回 、2 秒 間 の 自 
動 送信 停止 (自動 復帰 し ます ) を する タイ ム ア ウ ト 制 限 が 付き ます が 、 通話 エリ ア は 2 割 程度 広がり ます 。 いっ た ん 
通信 が 確立 し て いれ ば 、 親 機 が タイ ム ア ウ ト し て も 2 秒 後に 自動 復帰 し ます 。 (マッ チン グ の や り 直 し は 不要 ) 


正常 に 通話 で きる 状態 


① お 互い に 10m 以 上 の 間隔 で 離れ て 、 通 信 可 能 エ リア (円 ) の 内 側 で 通話 する 。 移動 する と きも お 互い の 間隔 
を 取る こと に 留意 する 。 親 機 が 通話 可能 エリ ア か ら 出 た り 、 送 信 を 止め た りす る と 全員 の 通話 が 途切れ る 。 


【 最 適 な 位置 関係 】 


| 加 | 


お 互い 10m 
以上 離れ る 


お 互い 10m 
以上 離れ る 


円 に = 


3 者 間 同時 通話 が で き な く な る 位置 関係 
① 親 機 が 通話 圏内 か ら 出る 。 
全員 の 通話 が 途絶 えま す 。 ( 子 機 が 圏外 に な る と その 子 機 と 通話 で き な く な り ま す 。 ) 


②⑨ 1 人 が 極端 (10m 以 下 ) に ほか の 人 に 近づく 。 
遠く に いる 人 (ここ で は 子 機 2) の 通話 が 途切れ や すく な り ま す 。 


画 3 者 間 同 時 通話 で の 子 機 の 入れ 替わり (次 の ペー ジ の 図 ④ を 参照 ) 画 

子 機 1 を 例 と し ます 。 通話 中 の 子 機 1 が PTT を 押し て 送信 を 止め ます 。 次 に 子 機 1' が PTT を 押し て 送信 を 始め 
る と 元 の 状態 で 3 者 同時 通話 に 戻り ます 。 全員 の 通話 圏 山 で あれ ば 子 機 1 と 子 機 1' は 同じ 場所 に いな く て も 構い 
ませ ん 。 正 常に 通話 で きる お 互い の 間隔 だ け 維 持 し て くだ さい 。 子 機 1 が 停 波 中 も 、 親 機 と 子 機 2 の 通話 は 途切れ 
ませ ん 。 


親 機 が 入れ 替わる と き は 全員 、 初 めか ら マ ッ チ ング 操作 を し て くだ さい 。 
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一 受 信 専 門 ユ ー ザ ー( 次 の ペー ジ の 図 ⑤ を 参照 ) 画 
チャ ン ネ ル グ ル ー プ さえ 合わ せれ ば 人 数 に 制限 な く 3 者 間 同 時 通話 の 受信 が で きま す 。 
但し 実用 的 に 受信 する に は 、 最 寄り の 通話 ユー ザー と の 位置 関係 を な る べく 変え な いで くだ さい 。 


受信 だ け な ら 10m 以 上 離れ る 必要 は あり ませ ん 。 


4 者 同時 の 通話 エリ ア と 制限 に つい て 
本 機 は コン トロ ー ラ ー を 使用 せ ず に 4 者 間 の 同時 通話 が で きま す 。 初期 設定 は タイ ム ア ウ ト 制 限 が な い 連 


続 通 話 で す 。 
必ず 初め に お 読み くだ さい 。 
この モー ド は 必ず ユー ザー が 4 人 必要 で す 。 そ れ 以 下 の 時 は 3 者 、2 者 間 同時 通話 設定 で お 使 


いく だ さい 。4 者 通話 設定 の まま 2 人 、3 人 で 通話 する こと は で きま せん 。 
1 台 間 隔 で 、 聞 こえ る 声 が 少し 小さ く な り ま す が 異 常 で は あり ませ ん 。 改善 方 法 は あり ませ ん 。 


( 例 :A1 と A3 間 、A2 と A4 間 の 声 は 、 他 より 小さ く 聞 こえ ます 。) 
通話 中 、 誰 か が 一 人 で も 通話 グル ー プ を 抜け る と 別 の 人 の 通話 も 途切れ ます 。 途 切れ る と 困る 


と き は 無線 機 を 送信 状態 の まま に し て お きま す 。 
・5 名 以上 の グル ー プ で 使用 者 が 入れ 替わる 場合 と 、 受信 だ け す る ユー ザー に つい て も 制限 が あり 


ます 。 詳 しく は 後述 し ます 。 


| | | | 
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A グ ルー プ で 4 者 同時 通話 し た 際 の 概要 図 
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通話 音量 確認 
4 者 同時 の 場合 、 前 述 の よう に 通話 相手 に よっ て 音量 が 変わ り ま す 。 通話 相手 に よっ て 音量 に どの 程度 の 差 が あ 
る か 、 そ れ に 合わ せ て 音量 を 設定 し た か 、 等 を 全員 で 確認 し て か ら お 使い くだ さい 。 


4 者 同時 通話 の 通信 範囲 【 重 要 : 使 用 者 全員 で お 読み くだ さい 。 間違っ て 使う と 通話 が で き な く な り ま す 。 】 

初期 状態 の 4 者 同時 連続 通話 で は 、 屋 外 の 障害 物 が 無い 場所 で 最長 300m 四 方 間隔 程度 が 通信 範囲 と な り ま す 。 
位置 関係 が 変わ る と 極端 に 通信 範囲 が 狭く な っ た り 、 通 信 で き な く な っ た り し ます が 故障 で は あり ませ ん 。 正 常に 
通話 で きる 位置 関係 に な る と 元 に 戻り ます 。 セッ トモ ー ド で ハイ パワ ー 設 定 に する と 3 分 に 1 回 、2 秒 間 の 自動 送信 
停止 (自動 復帰 し ます ) を する タイ ム ア ウ ト 制 限 が 付き ます が 、 通 話 エ リア は 2 割 程度 広がり ます 。 


正常 に 通話 で きる 状態 

① お 互い に 10m 以 上 の 間隔 で 離れ て 、 通 信 可 能 エ リア (円 ) の 内 側 で 通話 する 。 移動 する と きも お 互い の 間隔 
を 取る こと に 留意 する 。 通話 エリ ア 内 で あっ て も 線 状 に は 並ば な い 。 一 人 で も 通話 可能 エリ ア か ら 出 た り 、 通 話 
グル ー プ を 抜け た りす る (送信 を 止め る ) と 4 者 間 同 時 通話 は 終了 する 。 


マーーー ツ | 


・ 全 員 が 通話 圏内 
・ お 互い 10m 以上 
離れ る 

・ 線 状 に 並ば な い 


SN 


※ 使用 者 の 位置 が 入れ 替わる 前 後 は 一 時 的 に 次 ペー ジ の ③ の 状態 に な り 通話 が 途絶 え 、 声 が 大 きく (小さ く ) 
聞こ える 相手 も 変わ り ます 。 


4 者 間 同 時 通話 が で き な く な る 位置 関係 

② 1 人 が 通話 圏内 か ら 出る 。 

③ 1 人 が 極端 (10m 以 下 ) に ほか の 人 に 近づく 。 
③ 線 状 に 並ぶ 。 


② の 時 :A3 一 A4 間 は 2 者 同時 通話 、 受信 音声 が 小さ く な る 。 A1 は A3-A4 間 の 受信 だ け 可 能 、A2 は 通話 不能 。 
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③ の 時 :A1 一 A2、A3 一 A4 間 2 つの グル ー プ の 2 者 同時 通話 に な り 、 全 員 の 受信 音声 が 小さ く な る 。 


④ の 時 :A1 一 A2 一 A3、A2 一 A3 一 A4 間 2 つの グル ー プ の 3 者 同時 通話 に な り 、 全員 の 受信 音声 が 小さ く な る 。 


画 4 者 間 同 時 通話 で の 使用 者 の 入れ 替わり 画 


・ 任 意 の 人 と 変わ る こと は で きま せん 。 交代 予 定 が ある ユー ザー は 同じ 無線 機 ID を 事前 に 登録 し て お < 必 
要 が あり ます 。 こ の 例 で は ユー ザー2 番 が 交代 し ます 。 交代 予定 の ユー ザー は 全員 、 無 線 機 ID を 2 に し 
て お きま す 。 
*D は 必ず 1, 2, 3, 4 が 揃わ な いと 通話 が 成立 し ませ ん 。 1, 2, 2、3 の よう な 組み 合わ せ は お 使い に な 
れ ま せん 。 


⑤ まず A2 が 送信 を 停止 し ます 。 A2 が 停 波 す る 前 後 は 一 時 的 に 通話 が 途絶 え 、 声 が 大 きく (小さ く ) 聞こ える 相手 
も 変わ り ま す 。A2' が 送信 を 始め る と 元 の 状態 で 4 者 同時 通話 に 戻り ます 。 
交代 する と き 、 必 ず し も A2 と A2' は 同じ 場所 に いな く て も 構い ませ ん 。 他 の ユー ザー と 正常 に 通話 で きる 位置 
関係 だ け 維持 し て くだ さい 。 但し 位置 に よっ て は 声 が 大 きく (小さ く ) 聞こ える 相手 は 変わ り ま す 。 


(次 ペー ジ の 図 を 参照 ) 
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入れ 替わり ユー ザー 


較 還 
ロロ DNS 


⑤ 最長 300m 


⑥ 最長 300m 


| * に ーッ 


画 受 信 専 門 ユ ー ザ ー 画 

③ チャ ン ネ ル グ ル ー プ さえ 合わ せれ ば 人 数 に 制限 な く 4 者 間 同 時 通話 の 受信 が で きま す 。 
但し 実用 的 に 受信 する に は 、 最 寄り の 通話 ユー ザー の 無線 機 と 同じ ID 番号 を 登録 し て 、 そ の 人 と の 位置 関係 
を な る べく 変え な いで くだ さい 。 受信 だ け な ら 10m 以 上 離れ る 必要 は あり ませ ん 。 
位置 関係 が 変わ る と 前 述 の よう な 受信 障害 が 起こ り ま す 。 


アル イン コ 株 式 会 社 電子 事業 部 
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